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一
MT研 究雑感

静岡大学情報学部

教授  梶 博行

機械翻訳の研究に永年携わってきたとい う理由で巻頭言の執筆を依頼された。この分野の発展にどれだけ貢献で

きたかは甚だ心もとないが、確かに四半世紀以上もの間、機械翻訳に関わってきた。1980年 代にはメーカーで日

英機械翻訳システムの研究開発を担 当した。事業部 と協力して世に出 した製品は会社の業績にbl献 することなく

終わったが、1990年 代以降、次世代の機械翻訳につながるコーパスか らの知識獲得に関する研究に取 り組んでき

た。3年 前に大学に移ったが研究テーマは継続 している。

近年、統計的機 械翻訳 を中心 に、世界的にみ ると機械翻訳 の研 究はたいへん活発 になってい る。たいへん4ば し

い ことであるが、 日本 の地位 ・競争 力が相対的 に低 下 している ことも事実で ある。機械 翻訳関連の国際会、義にお

ける 日本 か らの論文は以 前ほ ど多 くない。この よ うな状況 は、日本 が機械翻 訳の分野を リー ドした1980年 代 を経

験 した者 としてはい ささか残念 である。何 とか 日本 か らの情 報発信 を増加 させ たい ものである、,

2006年 度 か ら日中 ・中 日機械翻,沢の文科省 プロジェク トが情 報通信研究機構 を中心 として推進 され 、筆者 も参画

している。 このプ ロジェク トで は、用例ベ ース機 械翻訳 を基本 的な枠組 み としなが ら、ルー ルベ ース翻 訳や 統i

的 機械翻訳 の よい点 も取 り入れ る必 要性 が議 論 されて いる。 日一英やf]一 中の よ うな構造 的に大き く異なる 、ギ語

間の機械翻 訳では ヨー ロ ッパ系 言語 間の機械 翻訳 よ り高度 な技術 が要求 され る、,この プ ロジェ ク トを通 じて新 し

いアイデ ア ・技術 を生み 出 し、再び 日本 の存在感 を高める ことが期待 され る。

この 日中 ・中 日機械翻訳プ ロジェク トにおいて、筆者 は主 として訳 語選 択の課題 を担 当 しているが、 ソー ス、㌃語

とターゲ ッ ト言語それぞれの 単言語 コー パスを組 み合 わせ て利用す る方法を提案 して いる.大 規模 なパ ラ レル コ

ーパスが利 用で きる言語対や分野 は限 られ るので
、技術的 には困難 であるが単 言語 コーパ スを利 川す るこ とが必

要 と考えるか らであ る。統計的機械翻 訳におけ る翻訳モデル の学習 も単 言語 コーパ スの利 川が必要になるのでは

ないだろ うか。 このよ うな研 究を通 じて情報発信 に努 めていきたい。

若 い研 究者 ・技術者の育成 も 日本の機械翻 訳に とって大 きな課題 である。 自然言語処理の研 究者は増 えているよ

うだが 、機 械翻訳 に限 るとそ うで もない。特に メーカーの若手研 究者が少ない よ うであ る、,1980年 代 の投資が回

収 できなかった こともあって慎 重な態度 を とらざるを得 ないのであろ うが、 メーカー も次 世代機械 翻訳に本格的

に取 り組む 時期に きてい る と思 われ る。機械 翻訳に興味 をもつ学生 は筆者 の大学で も思 っていた以Lに 多い、,メ

ー カー で も再びカを入れ る 日が 来る ことを期 待 し
、機 械翻訳 システ ムの開発に携 わ ることができる人材 を育てて

いきたい と考えている。
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一
携帯電話 を使 った世界初の音声翻訳サービス 「しゃべって翻訳」

国 際電 気 通 信 基礎 技 術 研 究 所(ATR)

音声言語 コミュニケ舳 ン研究所 隅田 英一郎

 AAMT会 員 に とっては 自明 なこ とではあ るが、

異 なる言語 を話す人 との コ ミュニ ケーシ ョンや 異

な る言語 を話す集団への情報発信 を行 うことは,経

済活 動等 のグ ローバル 化 に伴 い極 めて重要 にな っ

て きて いる.特 に,音 声翻 訳、人 間が話 した言葉 を

そのまま相手の言語 に自動通訳す る技術は,人 類 に

とって夢 の技術 であった,こ の技術は,音 声 を認識

す る技術,話 しQ葉 を翻訳す る技術,相 手の言語 で

音声を合成す る技術 で構成 され てお り,長 年 の研 究

の結果,そ の基本的な部分が,最 近,日 本語,英 語,

中 国語の旅行会 話 を対 象に実用 可能 な レベル まで

到達 した.ATRは この研究開発に 中心 とな って貢

献 し、その研 究成果 に対 して、2007年6月 にAAMT

長 尾 賞 を頂いた。

 一 方 で、昨今 、携帯電話 はもはや 国内のみ な らず

海外 でも使 えて 当た り前の時代 にな りつつ ある。ま

た、非常に多 くの人が携帯電 話を常に持 ち歩 く多機

能 の電子的 ツール として利用 して いる。

 この携 帯電話 で、音声翻訳が使 えれば、その利便

性 は極 めて高い。

 ATRは 、 関連 会社ATR-Trek通 じて、 自ら開発

した音声翻訳の技術 を、2007年11月 に 日英双方向

の携帯電話用アプ リとして、DoCoMogo5iシ リーズ

の携帯電話で商用化 した。

 こ こでは、同サー ビスの利用の実際 と研究開発の

経緯 を紹介す る.

1「 しゃべって翻訳」サービスの利 用

 本 サービスでは、携帯端末に向かって発 話す ると、

端末 で音声の特徴量 を抽出 し、サーバ で文 として認

識す る。 これ を別 のサーバが相手の言語 に翻訳 し、

結果 を端末 に返すサーバ ・クライアン ト型 の音 声翻

訳システ ムである。

携 帯電話 アプ リの標 準的な利 用料金で ある150円

/月(税 別)で 使 える。この他 にパ ケ ッ ト通信料 が

かか るが、音声の生デー タで な く特徴量 を圧縮 して

送信す るので通信料は少な くてすむ。ただ し、海外

で利用す る場合は、日本 と異 なるパ ケ ッ ト通信料 が

適用 され定額割 引もない ので 、使 いす ぎには注意が

必要 となる。海 外で利 用 した場合、1回 あた りにか

かるパ ケ ッ ト料金 は、だいたい50円 か ら100円 程

度、デコメールを1通 送るのとほぼ伺 じくらいかかる。

 図1で 利用イ メー ジを説 明する。

(1)ま ず 、 しゃべ って翻訳の携帯サイ ト(QRコ ー ド

  のURL)に ア クセス して、 アプ リを ダウンロー

  ドす る(あ るいは 【iMenu】 → 「メニ・一/検索 」

  → 「辞書/便 利 ツール」→ 「便 利ツール」→ 「しゃべ って

  翻 訳」と順 にメニュー をた どる)

(2)ア プ リを起動す ると、TOPの 画 面が表示 され る。

(3)し ゃべ る前 に決定 キー を押す。

(4) 「発 話 して くだ さい」と出た ら、マイ クに向か

  っ て、音声を入力 し、も う一度決定 キー を押す。

(5)音 声 認識 と翻訳 が走る。

(6)認 識 結果 と翻訳 が表示 され る。

なお 、【しゃべ って 翻訳 】 の詳 しい取 扱説 明 書は

ATR-Trekの サ イ(http://www. atr-trek, co. jp/)、

で ご覧いただける。

2 音 声 翻 訳 技 術 の 研 究 開 発 経 緯

 音 声 翻 訳 技 術 の 実 現 が 人 類 に も た ら す 価 値 は 科

学 的,文 化 的,経 済 的 に 非 常 に 大 き い.An MIT

Enterprise TechnolQgy Review誌 の2004年2月 号

の 特 集 「10Emerging Technologies That Will

Change Your World」 カミ, Universal Translation

を 世 界 を 変 え る10の 技 術 の ひ と つ と して 取 り上 げ

て お り,翻 訳 技 術 の 中 で も 特 に,音 声 翻 訳 技 術 に

2
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 音 声翻 訳の歴 史は約20年 と機 械翻訳の歴 史の約

60年 に比べ 、まだ浅い,音 声翻訳がはじめて提 唱され

たのはテレコム'83で あり,NECが ラボラトリーモデルと

して音 声翻 訳のデモを行ない注 目を集 めた.音 声翻

訳実現のためには,長 期的な基礎研 究を行なう必要が

あるという認 識の もとに,基 盤 研 究 円滑化 法 のもと,

1986年 にATR自 動 翻訳電話研究所が設 立され,国 内

外 から様 々な研 究機 関 の 音声言 語研 究者 が参 画 し

た.1993年 には,ATR, C'v]U>シ ー メンスによる世 界3

地 点を結んだ 蒔声翻訳実験も行われた.ATRの プ ロジ

ェクト開始 の後,ド イツでVerbmobilプ ロジェクト,欧 州

でNespole!"1'C-Starプ ロジェクトが進められた。現在,

米 国でTransTac, GALEプ ロジェクトが進 められてい

る.以 下,ATRで 研 究開発され てきた,旅 行 対話を対

象とした音声翻訳の概 要について紹介する.

3ATRに お ける音声翻訳研究

 1986年 に 音声翻 訳プロジェクトをスター トして以 来,

音 声翻 訳の研 究を時限プロジェクトとして進 めてきた.

特 に,設 立当初の1986年 当時は現在と比べるとハード

ウェアの性能が極めて乏しく,ATRで の 貯声翻訳の 、【ノ1

ちLげ は,か なり挑 戦的なものであった.第1期 から第

3期 までの特 徴を表1に 示す.ド 千声翻 訳は,・ 般 に人

きく分けて音声認 識,機 械 翻 訳,ドf声 合成の3つ のコ

ンポーネントとこれらの統 合部分から構成される.そ れ

ぞれの技術の困難さから,ATRで は,あ らゆる会話を

対象 とするのではなく,特 定の分野 に対象を絞 り込む

ことにより,認 識 ・翻訳 ・合成 の精度を利川of能 なレベ

ルまで向上させることを狙って研究 開発を進めてきた.

3



表1 ATRに おける研究開発の概略

研究 目標

対象分野

言語的特徴

音響的特徴

第1期

(1986.4^-1993.3)

音声翻訳の要素技術と実現可能

性の確認

会議予約

(日英独)

文法的に正しい表現

明瞭な発声

第2期

(1993.4^-2000.3)

日常の話し言葉への展開と分野

の拡張

ホテル予約

(日英)

日常的な表現(口 語的表現,非

文等を含む)

不明瞭な発声を含む

第3期

(2000.4^-2006.3)

実際の環境で利用 可能な

技術の構築

日常旅行会話

(日英中)

広範囲な話題での 日常的な

表現

雑音を含む発声

 認 識 、翻訳 、合 成ともにコーパスを用いた手法を採

用 しており、特 に翻訳 に関しては、旅 行会話分 野の 日

英 対訳100万 文を構築し、ここから翻訳 に必要なモデ

ル を構 築した。旅行会 話に関しては、従 来のル ール ・

ベ ースの翻訳技術 に比べて圧倒 的な翻 訳品質を誇 っ

ている。人間と比較するとTOEICで600点 以 上の人間

の翻訳能力と等価ということが明らかになっている.

4携 帯電話を使 った音声翻訳 の実装

 図2に 商用化したシステムの音声認識部の構造を示

す.本 システムは,分 散型音 声認 識を基礎 とした構 造

を持 つ.携 帯電話側(フ ロントエンド)において,パ ーテ

ィクルフィルタを用 いた雑音抑圧及び音響分析,ETSI

ES 202050に 準 拠した符号化 が行 われ, bit-stream

デ ー タのみが 音声認 識サーバ に送信される.音 声認

識サーバ側(バ ックエンド)で は,受 信 したbit-stream

を展 開し,音 声認識及 び,単 語信 頼度 の計算処理 が

行われ る.この様なシステム構 造を採用することの利点

は,携 帯電話の情 報処理能 力の限界 に縛 られず,大

規模かつ精 密な音響モデルや 言語モデルが利用 可能

な点が挙げられる.更 に,各 々のモデルは携 帯電話 で

はなくサーバ側に存在するため,そ れらの更新 作業が

容易であり,常 に最 新の状態が維持 可能 である.

携帯電話を用いた分散型の音声翻訳システムの実用

化について述べた.い まだ数多くの課題が残されてい

ことも事実である.実 際の旅行用音声翻訳サービスで

は,実 在するあらゆる地名,観 光関係固有名詞などに

対応する必要があるが,そ れらを一つ一つ登録するに

は限界があり,また,場 面,状 況に応じて訳し分けが必

要な場合もある.これらの問題を解決することで,さらに

使いやすい音声翻訳を実現することができる,

湘
直
殖

携
帯
-
話

n

パーティクルフィルタによる

  雑音抑圧処理

通信 ネットワーク

音響分析

符号化

バックエンド側

ETSI ES 202050

bit-stream

復号化

 日本語
音響モデル

デコーデイング
 英語
音響モデル

5今 後の展開

 これまでの音声翻訳の研究の過程と昨年末実現した

       翻訳システムへ

図2携 帯電話を使った分散型の音声翻訳

4
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                 翻 訳工学 の追究
一MT+TM翻 訳ソリューションSATILAと 業務用翻訳ソフ トがめざす道一

秋桜舎 代表 山 本ゆ うじ(言 語 ・翻訳 コンサル タン ト)

はじめに

 以 前 に、本誌37号(2005年6月)でSATILAを 紹 介

させていただきました(本 記 事とあわせ てご覧ください)。そ

の際に旧・共有ユーザー辞書仕様UPFに つ いて提案し

たことは、その後 に筆者が参加したワーキンググループ3

の 各位 のご協 力のもと、新しい仕様UTXに 取 り込まれ 、

着 々と実現しつつあるのはうれしい限りです。

 あれから日本の翻訳業界の流れも少しずつ 変わってき

ました。2007年 に は 日本翻 訳連 盟(JTF)主 催 の 「翻 訳

祭」パネル ディスカッションのテーマとして「MT+TM(翻

訳メモリー)」が選 ばれ、筆者はその司会 を務めさせていた

だきました。また、海外でも「MT+TM」 の試 みが、さまざ

まな場 所で取り組 まれ てお り、ヨーロッパ語 間では特 に進

展を遂 げています。本稿では、前回の記事を踏 まえたうえ

で、最新の情報を含めてご紹介 します。

 改 めて自己紹介 しますと、私は言語 ・翻訳 コンサルタン

トをしてい ます。秋 桜 舎 とそ の実務 翻 訳 ブランドで ある

transPCに お いて、 IT翻 訳 とローカライゼー ションを専門

とする翻 訳者 として働く一 方で、ITを 活用 したさまざまな

翻訳 、文書作成 、文書処理 の合理的 にノウハ ウを「翻訳工

学」として蓄積し、企業 向けに提供するコンサルティングを

行っています。現在、ITを 活用 した翻訳 と文章作成 に関

する書籍 を執筆 中です。原 始的な方法論から抜 け出せな

い翻訳業界の現状 に抗して「翻訳 工学」と名づけたのです

が、研 究すべき課題 は山積しています。各位 のご指導を

いただけれ ば幸いです。

SATII、Aと は

SATILAワ ー クフロー

   、、騨 、・ 七凋

     ・罷獣冨

黙  ソフト

、,  ・   欝粕mander

          髭

     隻RADOS

 筆 者 が開発 ・提供 している翻訳ワークフローSATILAと

は 、翻訳者支援を 目的とした翻 訳メモリー ツールと翻訳ソ

フトの統合ソリューションです。

 翻 訳 メモ リー ツー ル に つ い て は 、拙 作 の 動 画 デ モ が あ

るの で 、あ わ せ て 参 照 い た だ け れ ば 幸 い で す 。

 htt:〃www.translationzone.com.1'/landin!micro

一site/webinar recordines
.asp

 図1は 、SATILAで の 実際の作業画面を示しています。

画面上 に翻 訳ソフト(LogoVista X PRO 2006)、 中 央に

翻 訳 メモ リー ツ ー ルSDL TRADOS 2007の

Workbench(翻 訳 メモリー検索ツール)、 下にTagEditor

(作 業 文 書 用 のエデ ィタ)、 右 に統 合 ツー ルSATILA

Commanderが 表 示されています。 SATILAで は 、これ

らの各アプリケーションの特性を把握 し、翻訳 者の知識と

技能 に基 づいて、その潜在 能 力を引き出して連携 させ 、

最 大限の効率と品質を実現します。

 SATILAは 、特定 のソフトウェアや 環境 に依存せ ず、

柔軟な組 み合わせが可能です。SATILAは 、翻訳者の視

点から見てもっとも効率がよい方法 により、翻訳メモリーと

翻訳ソフトをツール とノウハウで統合したソリュー ションです。

具体的 には、統 合ツールSATILA Commanderに より、

翻 訳メモリーと翻訳 ソフトをツール群で結合することにより、

能 動的な用語統 一と自動適用を行います。また、クライア

ントのスタイル ガイド、仕様を辞書 に組み込み、用語や表

記 の 厳 密 な 適 用 が 可 能 と な りま す 。SATILA

Commanderで は 、翻 訳者のノウハウに基づ いた各種の

整形フィル タを組み合わせ、後編集を自動化します。

 SATILAで は 、翻訳ソフトを通 じて、カスタマイズした用

語集 を自動適用 することにより、訳抜 けがなく、確 実に用
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図1SATILA画 面

語が使われるなどのさまざまな利点があります。その結果、

専門用語やスタイルのチェックの手間を大幅に減らすこと

ができます。

 SATILAで は、条件がそろえば、翻訳作業効率を最大

で2倍 程度向上できます。習熟度が完全でない場合や、

辞書作成の工程などをすべて含めた場合でも、総合的な

作業能率を最低でも2割 程度向上できます。

SAT皿.Aソ リュー シ ョンのパ ッケー ジ

 当方が提供するSATILAソ リューションのパッケージ

には、以下のものが含まれます。

●  ライセンス

   》 基 礎データ(辞 書、学習データ、フィルタ)

   》 SATILA Commanderラ イセンス

● カスタマイズ データの構築 作業

● 講 習とサポート

 オ ンラインと紙ベースの教材SATILAは 、短期集 中講

習を含 むパッケージとして提供しています。SATILAで は 、

各ツールを「どのように使うか」という技 能が要求されます。

特に業務用翻訳ソフトでの翻訳作業では、手作業や翻訳

メモリーのみを使用した場合とは、方法論が異なり、発想

の切り替えが必要です。また、ユーザー辞書のカスタマイ

ズが必須であり、カスタマイズ・調整済みの専門辞書の提

供と、個々の顧客の環境に応じてあらたに辞書をカスタマ

イズする作業もパッケージに含まれています。

単体翻訳 ソフ トとの違い

 SATILAが 翻訳メモリー ツールと連携することにより、

単体の翻訳ソフトを越える利点は、以下のとおりです。

 ● 既存の翻訳メモリー資産を100%活 かせる

 ● 業務翻訳で必須の、品質管理を翻訳メモリー側

   で行う

 ● 書式情報を翻訳メモリー側で管理する

 翻訳メモリーとは、単なる原文と訳文のペアではありま

せん。いつ、だれに訳されたか、という管理情報も重要で

す。また、翻訳メモリー 自体をすばやく参照し、検索できる

必要があります。さらに太字などの書式がタグによりカプセ

ル化され、文字列情報と隔離されている必要があります。
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そうでないと書式 がわずか に異なるだけで、翻訳メモリー

が有効に再利用できなくなります。現 時点の業務用翻 訳ソ

フトに付属す る「翻訳メモリー機 能」でこの要件を満 たす製

品は、ひとつもありません。また、既存の 業務 用翻 訳ソフト

にこれ らの要件を要求 するのも、開発コスト的に困難と思

えます。翻訳メモリー は、翻 訳業界で実際 に広く使われて

いる実績 があり、一 朝一 夕に追いつけるものではないから

です。そうすると、業務用翻 訳ソフトにとって現実的なのは、

翻訳作業で重要なポイントを押さえたうえで、SATILAの

ように既存 の翻訳 ソフトと翻 訳メモリーを統合することです 。

翻訳者の経験 とノウハ ウを取 り込む

 筆者が今、特に強調したいのは、「翻訳支援システムの

開発には、翻訳者のノウハウを要する」ということです。翻

訳ソフトが翻訳支援ツールとしての市民権を得るには、

「翻訳者の意見に耳を傾ける」とことが重要です。

 世間では、「翻訳は専門技能である」ということがよく理

解されていないことがあります、「英語と日本語のそれぞれ

ができれば翻訳なんてだれでもできる」と誤解しているむき

もあります。

 残念ながら、現在の業務用翻訳ソフトには、現場の翻

訳者の意見が有効に活かされていません。消費者翻訳ソ

フトの単なる延長線上でしか捉えられていないのです。こ

れは、翻訳ソフトが翻訳者にほとんど使われていない理由

のひとつです。

 なぜ翻訳者の言い分を聞くべきなのでしょうか。翻訳者

のノウハウと最善慣行(ベ ストプラクティス)の積み重ねに

より、「どう訳すべきか」という点が絞られてきます。ところが

現時点ではこの視点がぼやけていますD翻 訳者の意見は、

翻訳者にとってのみ役立つのではありません。翻訳者の

意見は、必然的に一般消費者が使う翻訳ソフトの改善にも

っながります。

 もちろん、翻訳者であればだれでもよい、というわけでも

ありません。翻訳会社によるMTの 活用は繰り返し試みが

されましたが、成功事例が限られています。これはMTの

潜在的な実力が足りないのではなく、不適切な方法を使

ったからです。実際に翻訳メモリー ツールと翻訳ソフトの

両方使いこなしている翻訳者が、ばらばらにではなく、そ

れらを統合して使った経験があってはじめて、どの点を改

善すべきか適切 に判断できます。

 翻 訳 知識の機械 学習には、大量かつ 良質の訳 文を必

要 とします。低 品質の翻訳 はいくらあってもノイズとなるだ

けです。ウェブペ ージそのものをコーパスとして使おうとし

ても、雑多なウェブペー ジからは 文章としての品質を ドげ

る要因が多々見つかります。誤字、脱字 、誤川はもちろん、

不適 切な訳 語、表 記などです、,プログというT にウ・Lブ

ペ ージとして公 開できる表現 手段が急速に 普及 した結 果、

ウェブ上の 言語的 なノイズもまた増加しています。気軽な

情報 発信ができること自体は望ましいですが、読み直 しも

推敲もしない乱雑な文章があふれている点 には注意すべ

きです。さらに 自動生成されたコンテンツ、特 に 自動翻訳

されたコンテンツも言語的なノイズの一因となり、ハウリング

のような効 果をもたらします。良貨が悪貨を駆逐できる、す

なわちよい翻訳 が悪 い翻 訳を駆逐 できる仕組み を構 築し

なければ、この悪循環 はil:まりません。

 現 時点 での翻 訳 ソフトの専 門辞書 でも、「訳語の 妥 当

性 」については品質管理 が不 十・分でよく吟 味されていると

はいえません。これでは、翻 訳ソフトを適切 に使 っても、言

語的な品質を低 ドさせる可能性 があります。

UTXに ついて

 「訳 語 の妥 当性 」に関連 して、共有ユーザー辞 、茎芋仕 様

UTXに つ いての私的 見解を述べ ておきます,、、享語処 理

学会での論 文も適 宜ご参照ください。以 下に述べることは

あくまで私 見であり、ワー キンググループ3で 出された結

論と符合することはあっても、必ずしもワーキンググループ

3で 出された結論そのものではないことにご注意ください、,

 まずUTXが 主三に扱うのは広義の専門語彙であり、基

本的語 彙辞書の構築 は想 定していません。接続 詞など、

文法の解釈 に関わる基本的語 彙は、MTの システム辞 詐

として提供されるものとしています。特 定 文脈で特殊な意

味を持つ場 合にのみ 、基本語 彙を登録します,,そ の意 味

で、システム辞書とは異なる性 質を持つことにご留意くださ

い。タブ区切り形 式であるUTX・Simpleに 含まれるのは、

最低 限、原 語、訳 語、品詞の情 報のみでかまいません、,

UTX-Simpleで は 各社の独 自性を打ち出すことよりも、利

用者の便宜 として翻訳 資産を有効利 用することに 敵点が

あります。
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 UTXで は 、有償辞 書(公 式辞書)と無償辞書(オ ープン

辞 潜)の2種 を想定しています。オープン辞書は、コミュニ

ティーで公開される場 合、不特定 多数 の集合 知の貢献に

より作成されます。この場合、特定の一個人が知 的所 有権

を1張 することは困難です。1語 でも貢献すれ ば、貢献者

ということになるでしょう。数名ならともかく、数百 人以 上に

なるかもしれない貢 献者 全員を記載す ることは、あまり実

用的ではありません。また「もっとも適切な訳語」が、使 用

回数などによって自動的 に導き出され た場合 は、著作権

の1三張が困難です。さらに、UTX-Simpleは テ キスト形式

であり、著作権保 護のための有効な手段 がありませ ん。実

際の作業では、特 定の辞 善を分割して、複数 の辞 書にし

たほうがよいこともあります。そのためオープン辞書 につい

ては、原則としてす べての貢献者 に著作権を放棄 してもら

うのが現実的と考えられ ます。もしこれ以外 によいアイデア

があれ ばぜひお知らせください。

  一方で、辞書管理委 員会が認める、権威 ある監修者 に

よって監修された辞書 は、しっかり保護す べきです。この

場 合 は 、暗 号 化 による著 作権 保 護機 能 を組 み 込ん だ

UTX-Secure(仮 称)を 使 用します。不特定 多数の貢献者

による辞書の改変は不 可能 になります。

 企 業内での使 用など、「閉じた環境」では、著作権保護

機能のないUTX・Simpleで も差し支えありませ ん。しかし

UTXの 意 義は、「共有すること」、相 互に翻訳 資産 を出し

合い、協力することにあると考えます。UTX-Secureの よう

な形態 、有償の公 式辞 書も重要な一方で、オープン辞 書

の促進 ・普及にも各位のご理解とご協力をお願いします。

いまユーザーが何を必要としているか

 「翻 訳ソフトのユーザーが何を必要としているか」につい

ては、ワーキング グループ2メ ンバー各位 の活動により

アンケート調 査が進められています。これ までに一定の成

果はありましたが、まだユーザーと開発側 の距離 が埋まっ

たわけではありませ ん。さらなる調査と分析が期待されます。

 各社 の翻 訳ソフトの操 作性 につ いても、進 展が見られ

た点もあります が、まだおお いに改善の余地があります。

特に辞書登録など、単純な 目的を達するまでの手順 が複

雑すぎることが多いようです。

 「自分で作ったものを自分で使 って改善してゆく」という

姿勢は、あらゆる物作りの根本 であると考えます。自分の

作ったソフトを使わないのは、味見もせず に料理を作るよう

なものかもしれ ません。たとえば、ある音声入 力ソフトの開

発元では、関係者 が 自分で使 っている様 子がほとんど見

られ ませんでした。汎 用のソフトであるため、その気 になれ

ば使えるにもかかわらず です。これ では、ユーザーの感じ

ている不満 が、作り手の側に実感されないのも当然でしょう。

 SATILA Commanderは 、大企業 と比べるとささやか

ではありますが、開発者 自身が実際 に使 っているツール

でもあります。「自分 で作ったものを自分で使 う」というのは 、

企業が大きくなるほど困難かもしれ ませんが、可能な形で

実践 してもらいたいものです。開発 者とユー ザーのギャッ

プを少しでも埋められ るものと思います。

まとめ

 SATILAは 、大規模 になれ ばなるほどその効 果を発揮

します。クライアントや翻訳会社 で一括 導入 することで、辞

書や学習データの共有が可能 になり、さらに大きな効果を

上げることができます。合理 的な翻 訳支援ワークフローを

研 究されているメーカーの方 、関心のあるメーカーの方は

ぜひご連絡ください。翻 訳資産の 「何 をどこまでカスタマイ

ズするべきか」という重要なポイントでお手伝いできます。

● 執 筆 者 の 連 絡 先

httD:〃cosmoshouse.com/mail.htm

● SATILAの 詳 細

http:〃transpc.cosmoshouse.com!satila1

SATILAに 関連するその他の情報

● 関 連 執 筆 記 事

http:〃transnc.cosmoshouse.com/news.htm

 本 件 に関連する、雑誌 、メール マガジン、ウェブなどの

当方執筆の記事 ・コラム・講演など
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一
日タイ機械翻訳システムで広がる異文化交流

独立行政法人 情報通信研究機構

         井佐原 均

 大 規 模 コー パ スの普及 と計算機パ ワー の増大 に

よ り,近 年機械翻訳 の研 究開発 に再 興隆 が見 られ ま

す。そ の中でも、今後特 に発展が期待 され るエ リア

と して注 目され て いるのが ア ジア言 語 を対 象 とす

るシステムの研 究開発です。

 2008年2月,独 立行政 法人情報通信研 究機構(以

下 「NICT」。)タ イ 自然言 語ラボ ラ トリと自然言語

グループは 、開発中の 日本 語一タイ語機械翻 訳 シス

テ ムを利用 して、日本 とタイの高校 間でオ ンライ ン

交流授業 を実施 しま した。京都 府立東宇 治高等学校

(京都府宇治市)とNawamintrachinee Mae Hong Son

(タイ 北部 メイ ホン ソン地域)の 協力の もと、この

機械翻 訳 システ ムを組 み込 んだ イン ターネ ッ トの

テ レビ会議 システム(図1)を 通 して、タイ側 、 日

本側か ら文化紹介(プ レゼンテー ション)が 行 われ

ま した。

ス ピーチが人手で システムに入力 され,翻 訳エ ンジ

ンに掛 け られ ました。

 授 業 では、まずNawamintrachinee Mae Hong Son

に よ るプ レゼ ンテー シ ョンが行われ 、学校が位 置す

るメイ ホン ソン地域 の民族 衣装 「タイヤイ」が紹 介

され ま した。次に、東宇 治高校 が 日本の四季や京都

の歴 史、日本 の学 生たちの 日々の生活について紹介

し、着物姿の クラス代表が 日本舞踊 を披露する と、

タイ の生徒 たちか ら鳴 り止 まな い拍 手が送 られ ま

した。

蟻

一 一 一一～一…   一一ぜr

             零    日本側映像

寮
濃 曾ヒr趨盟 .,,

籍一

   日本側から   9イ蘭への     文字対話の
   の入力    翻訳結県       履置

図1.機 械翻訳機能付きテ レビ会議システムの

       画面イメージ

 このテ レビ会議システムでは、映像、音声、文字

を送受信することができます。また、機械翻訳シス

テムは京都大学黒橋禎夫教授の研究グループで開

発された用例翻訳型の機械翻訳エンジンをNICTに

おいてタイ語へ拡張 したものです。音声認識機能は

無いため、プレゼンテーションでの生徒たちによる

 図2.交 流 授 業の様{

(L段:タ イ,F段:日 本)

`

 現 在 の システムはプ ロ トタイプであ り、対訳 コー

パ スに収 め られ てい るタイ語は約4 ,000語 程 度で

す。今 回の交流授 業に際 しては、プ レゼ ンテーシ ョ

ンで用 い られ るキー ワー ドをあ らか じめ システム

辞書 に組 み込 んでお くな どの措 置が 取 られ ま した

が、未知語が多 く用い られ る質疑応答等の リアル タ

イ ムの入力 を うまく翻 訳す る レベル には至 ってい

ませ ん。今後 、対訳 コーパ スをio万 語 まで拡充 し、

様 々な言 い回 しに も対応 で きる システムの開発 を

目指 します。
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ppMT会 員のひろぽ

 現 在 、学者 ・研 究者 ・翻 訳者 ・流通業者な ど多岐にわた るAAMT会 員 の交流は、年一回の総会や不定期のセ ミ

ナー ・研 究会に限 られてい る現状 があ ります。 もっ と気軽 にお互 いを知る ことがで き、 ニー ズが合えば親密 な交

流を図る ことが出来る場 をAAMT Journal誌 面 上で提供す るべ く、No.41よ り 「AAMT会 員 のひろば」をスター

トいた しました。 おかげ さまで、早 くも会員 の皆様 よ りご好評 をいただいてお ります。

 会 員の皆 さまよりご寄稿 いただいた、 自己紹介 ・機械翻 訳お よび翻訳業界に期待す ること ・AAMTへ の ご要望

をご紹介 し、会 員間での新 たな交流が生 まれ るきっかけ とな ることを期待 してお ります。 第二弾の今号 では、法

人会員3社 、個 人会員3名 の皆 さまよ りご寄稿 いただきま した。次号以 降も本企画 を継続 してい くことを考えて

お りますので、会員の皆 さまか らの ご寄稿 を心 よ りお待 ち してお ります。

 本 企 画へ のご寄稿 ・お問い合わせ はAAMT事 務 局(E・皿ail:aamt・info@aamt.info)ま で宜 しくお願 いいた します。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

株 式会社 イ ンター グループ/INTER GROUP CORPORATION

自社紹介、機械翻訳および翻訳業界に期待すること、AAMTへ の要望

「AAMTに 寄せる」

 現在、国立国会図書館館長をされてお られる長尾眞先生(ア ジア太平洋機械翻訳協会初代会長)が 京都大学に

お られる時に、「Muプ ロジェクト」に参加 させていただいたご縁で、小生は協会の設立に関わらせていただき、

AAMT副 会長の任に就かせてもらってお ります。

20年 近く前に、我社が研究開発部門を抱えた大企業に混じって、協会の活動に参加させて頂いたことは、大変光

栄と感謝してお ります。

 弊社は、日本がまだまだ高度経済成長期にあった1966年 に、やがて訪れる国際化の波に対応できる人材養成を

目的に、財界の皆様の後援でその要望に応える形で設立された会社でございます。

 まずは、コミュニケーションを通して国内外で活躍できるプロの通訳者養成をスター ト。活躍できる人材が育

ってくると各界より、言語の障壁を気にせずに国際間の交渉、交流をするために通訳、翻訳の業務が一気に増え

てまい りました。

 弊社の経営理念の …つに、「外交、ビジネス、科学技術、スポーツほか、各分野における異文化コミュニケーシ

ョンにおいて、常に新 しい手法を研究開発 し、お客さまに提供する」とい うことがあります。

 機械翻訳とい うQ がまだよく知られていない頃に 「Muプ ロジェク ト」に参加させていただいたのも、その理

念に沿った動きです。当時からコンピュータの進化は目覚しく、想像以上に発達することは容易に感じ取れました。

 しかしながら、コンピュータで翻訳ができるよ うになるとはまだ半信半疑であったのは確かです。それでも、
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お手伝いできることは何でもしようと、我社の赤坂のマンションを機械翻訳協会の事務局 として提供 し、社員の

中から元気な2名 を選び事務局長 と事務局員として3年 間に渡 り活動のサポー トをさせていただきました。

そのときの事務局長が元 日航スチュワーデスだったことも懐か しい思い出です。

 大型計算機で翻訳 した出力分を修正 し、読みやすい翻訳文に仕上げるポス トエデ ィッ トとい う {f;で、大量の

翻訳原稿 を効率よく処理する方法を試 してみたり、日本で初めて 「ポス トエデ ィターコース」を立ち ヒげ新 しい

人材の育成にも取 り組みました。

現在、マニュアル翻訳では主流となっているメモ リ翻訳がまだ普及する前からいろいろなことを試みてきました。

新 しいことはまず取 り組んでみる我社にとって貴重な経験をさせていただいた長尾眞初代会長はじめ、田中穂積

元会長、辻井潤一前会長にも大変お世話になり感謝 してお ります。

井佐原会長が就任挨拶に 「究極の機械翻訳システムは何でしょうか?そ のひとつの方向は機械翻訳の存在を意識

しない環境の実現でしょう」 と書かれておられま したが、私が通訳者に 「通訳者を介 して話 している人達が通訳

者の存在を忘れるような通訳者を目指 しなさい」と指導 していることとまったく同 じであることに、その目標の

高さに驚くと同時に感心 したのを覚えています。

 話は変わ りますが、最近弊社内でも、若い社員 とのコミュニケーションがスムーズに行かないことがあります。

日本語どうしであってもです。

 私は社員に、「いつも相手の立場に立って考えろ。 どうすれば相手に判ってもらえるか工夫をしろ。相rが イ・∫を

言いたいのか全身で理解 しようと考えなさい」といつも言っています。

 通訳には同時通訳 とい う通訳手法がありますが、日本語と外国語の両方のことばの理解が完壁であっても同時

通訳はできません。話者 と同 じス ピー ドで通訳を行 うために必要なのは、話者の意図を先に覚 り同時というより、

むしろ先行通訳とも言 うべき神経の集中力が求められる、まさに 「一を聞いて十を知る」能力なのです。

 日常生活においても、レベルは違ってもこの難 しいコミュニケーションをとることによって、社会生活や仕事

が成 り立っていますD

 長年、コミュニケーションのサポー トを業務 としている立場にあって、その重要性をあらためてかみ しめ、社

員を指導しながら業務に誠実に取 り組んでお ります。

AAMTに おいても同様、井佐原会長をはじめ理事役員、会員の皆様 と試行錯誤 しながら機械翻訳システムの取組

が活発になるよう盛 り上げて行きたいと思います。

 先日、電車の中で、聞こえてきた高校生の会話の意味が分からなくて、社に戻ってから若い社員に意味をたず

ねたことがあ ります。言葉は昔からどんどん変わっていくもので、当然のことであり、それも文化の一一つだと理

解 しています。 しか し以前、犬の鳴き声を人間の言葉に翻訳す るソフ トが話題になりましたが、若い新入社員と

の会話用翻訳ソフ トがヒットする事の無い様願ってお ります。

                                     株式会社インターグループ

                                       代表取締役 小谷泰造
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会員名

東芝 ソリュー シ ョン株式会社/TOSHIBA SOLUTIONS CORPORATION

自社 紹介

 東 芝 ソリュー シ ョン株式会社 は、2003年10月 に 、東芝 グルー プでITソ リュー シ ョン事業 を一手 に担 うこ とを

目的 として発足 しま した。あ らゆる業界 のIT戦 略 を担 うこ とを使命 とし、東 芝グル ープの持 つ豊富な ノウハ ウを

ふんだんに活か した最先端 の ソリュー シ ョンを提供 しています。

 会 社発足前の東芝時代 か ら自然言語処理技術 の研究 ・開発 に注力 し、JAMTの 発 足時 よ り法人会員 として加 入

しています。30年 に及ぶ機械翻 訳の研 究成果 や ノウハ ウは、現在 では 「The翻 訳 」 と してお客様に ご提供 してい

ます。 また、 日英1英 日翻訳で培 った技術 を応用 し2007年 に 中 日1日 中翻訳の提供 を開始 しま した。

 The翻 訳 シ リー ズは、お 客様 のニー ズに合 わせ たラインナ ップをそろえています。 パ ソコン用 と しては、 ビジ

ネ ス向けの 「The翻 訳 ビジネス」や翻訳専 門家 向けの 「The翻 訳 プ レミア ム」、更 に、特許翻訳業務 向けや学生 向

けの商 品も提供 しています。 また、サーバ型翻 訳システム と して 「The翻 訳 サーバEnterprise Edition」 も提供 し

てお り、翻 訳機 能を企業の各種 システ ムへ組み込 んで新 たな ソ リュー シ ョンを生み 出す ことがで きます。 これ ら

の商品は、お客様 の翻訳業務の生産性 を高 めることをめ ざし、現在 も改良 を続 けています。

 これ らの商品紹介 のほか、お客様 に役 立つ情報 を充実 させた 「The翻 訳 」のホー ムペ ージ もぜ ひ ご覧 くだ さい。

The翻 訳 ホームページ:htt:〃f.toshiba・sol.CO.11rod/hon aku1

機械翻訳および翻訳業界に期待すること

 「The翻 訳」シリーズは、翻訳精度向上のほか、翻訳業務効率の向上を重要課題 として開発を行っています。そ

のために、ユーザの方々の生の声を うかがい、機能開発に生かすことを心がけてきま した。今後も、翻訳業界を

中心 とした機械翻訳を利用する立場の方々との交流 ・連携の機会を増やすことにより、真に 「使える」商品を今

後も提供 し続けていきます。 利用者と開発者の仲立ち的な役割をAAMTに 担っていただけることを期待 してい

ます。

AAMTへ の要望

 AAMTの 委員会活動は、開発者 と利用者の双方の参加によるAAMTな らではの成果を得 られる、意義ある活動

の場です。当社は、法人会員として委員会活動にも積極的に携わっています。当社の関わりが活動の活性化、ス

ピー ドアップの一助となり、よりタイムリーな成果につなげられることを願っています。
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会員名

株式会社ナ ビックス/NAVIX COMPANY, LIMITED

自社 紹介

 株 式会社 ナ ビックスは平成 元(1989)年 の 創業以来、揺藍期にあったDTPシ ステ ムを駆使 した取扱説明書の多

言語 制作 を主業務 として参 りま した。

 い わゆ る多言語の ロー カライ ズベ ンダー として世界の あ らゆる言語 への翻訳対応 を国内で行 うとともに、現 在

では英 国、中国(上 海)、 タイ、ポー ラン ドに海外拠点 を持 ってお ります。

 70名 ほ どが勤務す る東京 のオフ ィス も国際色 豊かで、外国籍の従業員が全体 の15%以 上 を占める状況です。

 出身地 もさま ざまで、 中国、韓 国、台湾、シ ンガポール、 アメ リカ、ブラジルな どとなってい て、アラ ビア語

等 の特殊言語 を専 門にす る 日本人社員 もお ります。

 東 京 のオフ ィスでは、 ここ数年 は海外進 出 と同様に さま ざまな事業 にチ ャ レンジ を し続 け、今 では ドキュメン

テー シ ョンサー ビスのみな らず、留学支援事業に外国人の人材派遣や職業紹介な ども手が けるに至 ってお ります。

従来 のマ ニュアル 制作を専業 と して いた状況 か らグ ローバル なコ ミュニケー シ ョンを多面的 にサポー トす る企 業

へ と成長 を しつつ あ ります。

 これか らもオ ン リー ワンのユニー クな企業 と して、 日本 を含む さま ざまな国や地域か ら集ま った社員の情熱 を、

国際 コ ミュニケー シ ョンを支援す るサー ビス に変 えて、世界 中に弊社の想いが届 くことを念願 してお ります。

URL:www.navix.jp

機械翻訳および翻訳業界に期待すること、AAMTへ の要望

 昨今の取扱説明書の制作における特筆事項の一つに、多言語化の進展があ ります。 これはEUの 拡大を例に挙

げるまでもな く、従来対応 して来なかった言語にも、西欧語などと同様に翻訳や ドキュメントの制作ニーズが発

生 していることを意味します。 しか しただそれだけではなく、製品を出荷する側も取説の現地語対応に踏み切る

ことで、売上を上げる効果が期待できるため、よりいっそ うの多言語対応が一般的になってきているように思わ

れます。

 例えば英語とその他数言語程度の取説を作れば済んでいた話が、いきな り十数言語を必要とす るようになるな

ど、輸出製品の取説の制作状況を見ると多言語化の流れはどんどん加速していますが、翻訳 ・制作業界は一般的

に労働集約的で作業の標準化が困難な業界と考えられていることもあって、他業種に比べて機械化や 自動化が遅

れているとも指摘 されているのが実態です。

 それでは本当に機械化や 自動化が不可能なのかと考えると、実は決してそ うではないことも分かります。なぜ

なら取説の制作業務を例に取ると、その本質は全面新規で翻訳や制作をするのではなく、飽 く迄ベースモデルか

らの改訂作業であるためです。 こうした事情もあって、逆に現場からは工程の機械化や 自動化が強く望まれてい

ます。

 実際には作業における細かなヒューマンエラーも後を絶ちませんし、誤 りの有無をチェックしたり、修正す る

作業も最終的には人手で行います。 このため大幅なコス トの削減 も期待薄ではありますが、だからこそブレイク

スルーとなるべき技術を期待 したいと考えております。
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 弊社では、その一つが機械翻訳であるとの認識を致 してお ります。ただし機械翻訳一本槍でのソリューシ ョン

とい うよりも、翻訳メモ リや 自動組版 といった周辺技術を結集することで、新たなイノベーションに至るのが理

想であ り、また現実的であるとの考えです。

 機械翻訳は、まだまだ今後改良される必要のある技術と思われますので、今後もユーザ企業 としてAAMTの 活

動には積極的に協力をさせて頂く所存です。

個人会員(敬 称略)

会員名 ・所属

       飯 田 仁(東 京 工 科 大 学 メ デ ィ ア 学 部)/

Hitoshi IIDA(Tokyo University of Technology, School of Media Science)

自己紹介

 現在、大学にて教育と研究に携わっています。

 自己紹介を書 くこの機会に自分の研究を振 り返ってみました。

 節 目・出来事 となる活動などを振 り返って見ると、人工知能国際会議IJCAI'79(東 京 ・経団連会館)に おける

日本語による質問応答システムの研究発表、COHNGIACLの ジョイン トとなったCOLING'84(ス タンフォー ド

大)に おける英 日機械翻訳方式とその実験システムの研究発表、そして86年4月 にATR(国 際電気通信基礎技

術研究所)で の自動翻訳電話研究プロジェクトに設立当初から参加 した(98年9月 まで)ことなどが思い出されます。

 自身が自然言語処理に関わることになった70年 代後半期、日本語処理を行 うためには漢字フォン トを自前で作

成 しなければなりませんでした。計算機のメモ リサイズも限られていたため、地名などを一語、辞書登録するだ

けでも使用メモ リサイズを積算 して知識ベース化 しました。質問応答システムのエンジン部分では、DB上 の事実

データを検索するだけではなく、データ登録がない事柄に対する知的な応答ができる仕組みを導入していま した。

例えば、「イランの米の生産量はどれだけか」などの質問に対 して、事実データの情報がないことが分かると、コ

メの生産条件 と検索対象地点の気候データとを見比べ、その生産条件を充たしていないことから生産データの登

録がないであろ うことを説明する応答を実現 していま した。非単調推論による検索に対する応答手法を事例的に

可能にしていたといえます。

 ATRに おいては、新たに音声翻訳を始めましたが、まずは通訳を介した音声対話の実態を探るべく、色々な形

態のデータ収録に努めました。既に20年 以上前のことになりますから、キーボー ド問の対話の収録も行いました。

音声言語におけるポーズに対応する情報 として、100ミ リ秒単位のキース トロークも同時に記録するように工夫

しました。音声翻訳研究であることから、自ず と音声対話の処理 ・理解に関する追究もしました。

 ATRに おける研究活動の中でとくに一つを挙げれば、用例翻訳の可能性を示 し、具体的な翻訳手法として提示

できたことでしょう。「用例に基づいた翻訳」とい うタイ トルで、90年 春の情報処理学会大会で発表 しました。そ

の直後6月 にテキサスで開催 されたTMI-90に おいて、 EBMTと い う用語を初めて使って用例翻訳手法の可能性

と具体的な手法について発表しました。

 そ して、91年4月 に設立された日本機械翻訳協会JAMTに 発足時から個人会員として参加 し、引き続き現在ま
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でAAMT個 人 会員にな っています。

 そ の後は、色 々な研 究をす る機 会に恵 まれ た ものの、未だ道半 ばであ ります。 幾つか を挙げれ ば、 、㌃語運 川に

基づ くコ ミュニケー シ ョン ・モデルの研究 、海洋哺 乳類の コ ミュニケーシ ョンの仕組み追究 、マ ルチモ ー ダル ・

コ ミュニケー シ ョンのモ デル 化 とエー ジェン トの実現、漫 才に見 られ る 「オープ ンコ ミュニケー シ ョン」のモデ

ル化、汎用的教育用 メデ ィア ・リソー スの構築な どであ ります。

機械翻訳および翻訳業界に期待すること

 現在のMT研 究を見ると、ある程度形が見えている翻訳エンジンの ト、大規模対訳 コーパスの拡充と翻訳精度

向上が中心課題になっているといえるで しょう。その一方で、翻訳支援技術の追究とシステム開/CT)FYIに 進め

られています。その中で、とくにテキス ト翻訳における適切な表現の生成支援、あるいは}キ声翻訳におけるイン

タラクションを介 した合意形成のための適切な解釈に基づく発話生成などについては、今後 ・層の研究 と開発が

求められると感 じています。文書作成技術に目を向ければ、仮名漢字変換の行為を介 したテキス ト作成が ・応定

着 し、誰もが当たり前のように使用 しています。翻って翻訳については、機械翻訳の技術を核として、自然な行

為として訳文を作成できる翻訳技術の利用環境や応用形態について一層の追究が望まれると思いまナ,

会員名

井佐原 均/ISAHARA Hitoshi

自己 紹介

  独 立 行政法人情報通信研 究機構(NICT)の 上 席研 究員 として、1」中機械 翻訳 システ ムの開 発、アジア言語の

 処 理技術の研 究開発、言語資源の開発に携 わ っています、

機 械翻訳は学生時代か ら身近に感 じてい ま したが、自分 自身 が直接 に関 わった最初 の ものはJEIDA(現JEITA)

 の 委 員会活動 と して行 った機 械翻訳評価基準の作成で した。

  AAMTと の積極的 な関 わ りは、シンガポール での機械翻 訳サ ミッ トのサ ポー トに加 わったのが、きっか けだ

 った と思います。その後、プーケ ッ トでの機 械翻訳サ ミッ トを経て、AAMTの 会 長を拝命 し、現在に至 り主す,,

機 械翻訳および翻訳業界に期待す ること

  大 量の 言語資源 と高速 ・大規模 な計算機環境 に よって、高性 能な翻訳 システムが現実の もの とな りっつ あ り

 ま す。 また、分野や文体への対応 も速やかに行 えるよ うになるで しょ う。

  この よ うな状況の今 こそ、機械翻訳の新 しい対象、新 しい使い方が見 えて くるのだ と思 います,,

 そ の よ うな新 しい動 きは、研 究者、開発者 、ユーザがバ ラバ ラに居 て、思 いつ くもので はな いの で し ょう、,研

 究 者、開発者、ユーザ が一体 となった機械翻 訳協 会の活動 の中でこそ、見えて くるものがあ るか もしれ 主せ ん、,

  AAMTの 活 動か ら、何 らかの新 しい動 きの芽が出て くれば良いな と思ってお ります。

 AAMTの 役 員一同、今後 とも努力 して まい りますので、皆様の ご協力 をお願いいた します。
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会員名

中川裕志(東 京大学 情報基盤センター 教授)/NAKAGAWA Hiroshi

自己紹介

 これ までの 自分の研究 を振 りか えってみ ます と、研究者 を始めた ころは、 ちょ うど第5世 代 コ ンピュー タプ ロ

ジェク トが動 き始 めた ところであ り、私 も人工知能の研 究を始めま した。 特に論理型 言語Prologは 、 従来のプ ロ

グラム言語 と様相 を異に してお り、興味 をそそ られ、Prolog言 語 のプ ログラムにお ける効率化 を 目指 したプ ログ

ラム変換の研究か ら始め ま した。 当時 、AIUEOと い う若 手研 究者、大学院生の定期的勉強会 があ り、そ こで議 論

を してい る うちに人間 の知能 に近 い内容 が顕在化 した言語 に興味を持 ち自然言語処理 の研 究を始 めま した。1990

年 に スタンフォー ド大学のCSLIに1年 間滞在 し、言語学 につ いて勉 強 していたのです が、 ど うもこれが よくな

か った よ うです。 とい うのは、90年 とい うのは、 自然言語処理 が言語学 の知見 を基礎 に したシステムか ら、統計

的機械学習 を中心にす る時代への転換点だったか らです。そんなわ けで、私 自身に とって90年 代は失われ た10

年 にな りま した。

 1999年 に東京 大学 に異動 して後、辻 井先生をは じめ と して統計的言語処理に強い研 究者、大学 院生 と接 す る機

会が増 え、失われた10年 を回復すべ く努力 を続 けてお ります。

現 在 の 研 究 内 容 につ い て は 私 の ホ ー ム ペ ー ジ http:〃www.r.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/～nakagawa1を 訪 ね

てい ただ けれ ば 幸 い で す 。

機械翻訳および翻訳業界 に期待する こと

 ス タンフォー ド大学CSLIに 滞 在 していた とき、スタン リー ・ピー タース教授 が、「言語学の原則 は60%の ケ ー

スで 正 しけれ ば上 出来」 とおっ しゃっていた ことを しば しば思い出 します。 この 言明に続 く問いは 「では、残 り

の40%は 何 の要因で決 まるのか?」 とい うことにな りますが、意味 に加 え偏好や文脈知識 によって決 まって くる と

思われ ます。 さて 、言語学 に依拠す るシステ ムか らコーパ ス と統計的機 械学習 によるシステムにな って きても、

この問題が解決 された わけではあ りませ ん。言語外の知識へ の依 存 とい う責任の押 し付 けか ら、狙 った言語現象

が現れに くい とい うデー タスパ ースネスの問題が変わ ったのですが、解決 してい るわけではあ りません。 た とえ

ば、構 文解 析アル ゴリズムは語彙 主導 な ものになってきている ものの、HPSGに お いてす ら外界 の知識 は うま く

取 り込まれ ている とは言い難 い ところです。そのよ うな状態 で、テス トコレクシ ョンにお ける正解率が1%上 昇す

ることに奔走す る研 究には、 どうしても違和感 を覚 えます。 また 、機械翻訳の評価 ではBLUE値 が よ く使 われ ま

すが、 これ も人間の直感 にあっていない とい う批判が付 きま といます。 よ うす るに、 自然言語 処理を 自然科学 の

ような整然 とした学 問に しよ うとい う目論み が現実 と遊離 しているのではないか とい う危惧 を抱 きます。

 さて、 自然言語処理に外部に身 をお いてみ ます と、 ビジネ スな ど実用 的な用途で欲 しが られ ている技術は もっ

と即物 的です。 た とえば、企業が欲 しがる評 判情 報抽 出技術で は、大がか りな構 文解析 よ り、個 々の語彙の実際

の場 での意 味、っ ま りlanguage in useが 重 要な役割 をはた します。つま り、現実世界に立脚 した意味がほ しいの

です。100年 ほ ど前 に ソシュール が言語学 を外 部か ら独立 した体系性の研究 とみ な して以 来、 自然言語処理は ま

さに この枠組 みの中で成果 をあ げて きま した。 た とえば、 自動要約 は文書を より短い文書 に変換す る技 術でほ と

ん ど外 界 とのイ ンタラクシ ョンな く実現で きます。統計的機械 翻訳は、2言 語の並行 コーパス さえあれ ば、後は一
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切外界とのかかわ りなく数学的操作だけで翻訳できます。そ ういった具合ですから、今までの自然言語処理はソ

シュールの掌の中で旋回 しているのです。 しか し、一方で、外部の人々から自然言語処理や機械翻訳への期待は

むしろ、現実世界 とのインタラクションの部分にあるようです。

 こういった事情で、自然 言語処理 も機械翻訳も根底的なパラダイムの境 目にあるのではないで しょうか?で は、

どうしたらよいか、とい う問いかけに ドンピシャの答えを持ち合わせているわけではありません。ですが、すで

に述べたように、自然言語処理への外界からのデマン ドは常に個別の語彙を通 じてやってきます。ですから、語

彙あるいは辞書といった言語資源の強化が、理論的には地味であっても必要なテーマなのではないかと考えてい

ます。こういった研究で実世界への効果的な貢献をすることが、最近、世の中に蔓延するテキス ト技術の軽視、

無視の風潮、あるいは自然言語処理はもう終わった学問分野だという言説に一矢報いる道ではないでしょうか。
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一
         AAMT機 械翻訳文テス トセ ッ ト構築に向けて

機械翻訳課題調査委員会 ワーキンググループ1

0.は じめに

 現在,日 本語 ・中国語を対象とした機械翻訳システ

ムがインターネットLを 始め,様 々な形式で利用され

るようになった.今後も日本語・中国語翻訳システムの

利用者は増加するため,翻 訳システムの一層の改良が

必要と思われる.こ のような機械翻訳システムの中国

語への関心を背景として,ア ジア太平洋機械翻訳協会

の機械翻訳課題調査委員会(以 下,AAMT調 査委員会)

は,現 状の日本語 ・中国語の翻訳システムによる翻訳

文の達成度を評価 し,ま た,現 状の翻訳システムにお

ける問題点を調査することを目的として活動を推進 し

てきた.本 稿は,AAMT調 査委員会の機械翻訳評価に

関する活動の基盤 となる機械翻訳評価法に関する既存

の研究を概観 し,AAMT調 査委員会の活動を紹介する.

1.テ ス トセ ッ トによる翻訳文 の評価 法:JE匿DAテ ス

  トセ ッ ト

 機 械翻訳 システムの技術 的な問題 点を検出する こと

を目的 と した評価法 として,社 団法人f1本 電F工 業振

興協会の機械 翻訳技術 分科会が提 案 したテス トセ ッ ト

(以 ト,JEIDAテ ス トセ ッ ト)に よる評価 法があ る.

JEIDAテ ス トセ ッ トは,日 本語 ・英語を対象 とする評

価法であ る.AAMT調 査 委員会 は,こ のJEIDAテ ス ト

セ ッ トを日本語 ・中国語を対象 とした評価法へ発展 さ

せた.本 小節では、AAMT調 査 委員会の評価 法の基 と

な ったJEIDAテ ス トセ ッ トを概観す る.

 JEIDAテ ス トセ ッ トとは, JE[DAが 提 案 した 一三種類

の機械翻訳評価基準の一つである.JEIDAは 機 械 翻訳

評価におけ る基準 と して,次 の 三種 類を提案 した(日

本電rL業 振 興協会1993,野 村 ・井佐原1992, Nomura

&Isahara 1992a/1992b,高u」 他1993,中 岩 他1993)。

(t)

(2>

(3)

機械翻訳システムユーザー対象の経済的評価の

ための基準

機械翻訳システムユーザー対象の技術的評価の

ための基準

機械翻訳システム開発者対象の技術的評価のた

めの基準

 それ ぞれ の基準の 目的は次の とお りであ る.基 準(1)

の 目的は,機 械 翻訳システム利用者が翻訳 システム を

導入する際に,考 慮すべき経済的な メ リッ ト・デ メ リ

ッ トを示す ことであ る.こ の基準は,ユ ーザが想定す

る翻訳業務 と翻訳 システムの特徴(例 えば,簡 易版翻

訳シ ステムや本格的な翻訳 システム)と の関連か ら最

適な システムを選択す る際の指針 とな る.基 準(2)は,

機 械翻訳 システム利用者の満足度 を計 ることを 目的 と

す る.特 に,基 準(1)に よ り本格的 な翻訳 システ ムの

導入が適切 と判断 された利用者 を対象 とす る.基 準(3)

は 機 械翻訳 システム開発者に翻訳文か ら推測 され る翻

訳 システムの技術的な問題点 を示す ことを目的 とす る.

 AAMT調 査 委員会 にお ける機 械翻 訳評価 の 目的の

…つ と して
,現 状の機械翻訳 システ ムの問題点 を明 ら

かにす ることが挙 げ られ るため,基 準(3)を 日本 語 ・

中国語を対象 と した評価法へ と発展 させ ることを検討

した.以 下,JEIDAテ ス トセ ッ トの形 式を紹介す る.

 JEIDAテ ス トセ ッ トは機械翻訳 システ ムを様 々な技

術的項 目の達成度の観点か ら評価 を行 うだ けでな く,

各 項 目の達成度か ら評価対象 とな る翻訳 システムの問

題点 を明 らかにす る.テ ス ト文 には翻訳 システ ムが技

術的に解決 してお くべ きと想定 され る言語形式が含 ま

れてい る.こ の課題の達成度の判定 は各テ ス ト文に付

与 された設問 を利用す る.評 価者は,テ ス ト文の翻訳

結果に対 して,設 問に回答す るだ けで よい.
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 この よ うにテス ト文を設定す る評価 法はJEIDAテ

ス トセ ッ トに限 った ことではない.例 えば,池 原 ・小

倉(1990)、 池 原他(1994)、 成 田(1988)な どがJEIDA

テ ス トセ ッ ト開発時において提案 され ていた.但 し,

これ らの評価 法はテス ト文のみであ り,設 問が付与 さ

れ ていない.そ のため,翻 訳出力を評価 す る際に,評

価者 の言語 的直感 に頼 らざるを得ない とい う問題 が残

る.一 方,JEIDAテ ス トセ ッ トではテス ト文 に加 え,

設 問を付 与す る ことによ り評価 者の主観評価 が排 除で

きる と考 え られ た.

 テ ス トセ ッ トによる評価 の信頼性 をよ り高めるため

に,設 問へ の回答 はYes1Noの 一二値 とされ た.さ らに,

機 械翻訳 システ ムの特徴や 問題点 を客観 的に評価す る

ために,各 項 目に技術 レベル も付 与され た.こ のテス

ト文 と設 問か らなるテス トセ ッ トの形 式を とる ことに

よ り,客 観的 に翻訳 システムの問題点 を検 出できる と

考 え られ た.さ らに,設 問を付 与す ることで,評 価者間

にみ られ る言語現象に対する知識や気づきの差といった

問題 も回避できる.

 こ の設 問は,テ ス ト文が評価 対象 とす る翻 訳処理 と

言語現象 との関係 を示す ため,評 価 者が客観的 に翻 訳

結果 を評価 できるだけでな く,開 発者はその評価結果

か ら容 易に翻訳 文の問題点 を検 出す るこ とがで きる.

 こ のJEIDAテ ス トセ ッ トは,機 械翻訳 システ ムが処

理すべ き言語現象 を含む英 語例 文約1400文 とその模

範訳,お よび評価観点 となる設 問か らな る.評 価 項 目

は表1の 通 りであ る.言 語現象 と して,(D品 詞,(2)

文 の 部分構造,(3)文 構 造,(4)構 文,(5)コ ロケー

シ ョンを扱 う.各 現象の会項 目として,数 種類の項 目

が設定 されてい る.

 各 項 目に対 して,テ ス ト文や 設問が付 与され ている,

実 際の項 目の書式は,表2が 示す よ うに,【 番号】,【例

文】,【訳文】,【質問】,【訳 出例 】,【関連 文】,【参照項

目】,【解説】か ら構成 され る。

部分名称 項目名称 項 目数

品詞 冠詞

名詞(固 有名詞含む)

代名詞

形容詞

副詞

前置詞

動言司類:動 言司・準動言司

動詞類:助 動詞

関係詞

接続詞

記号

15

27

25

42

54

38

48

37

19

26

16

文の部分構造 不定詞

分詞・分詞構文

動名詞

時制

数量表現

慣用表現

26

19

23

63

28

8
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文構造 文種(疑 問文、命令文、感嘆文)

否定

特殊構文

比較

仮定法(条 件法)

態

話法

挿入

省略

倒置

並列

19

16

19

21

16

10

4

16

9

7

zs

構文 多品詞(品 詞認定)

係 り先認定

34

27

コ ロ ケ ー シ ョ ン コ ロ ケ ー シ ョ ン 27

表1:設 問 項 目

【番号 】

【例 文】

【訳 文】

【質 問】

【訳 出例 】

例 文の番号

例文(1文 のみ)

模 範訳(例 文 の 日本語訳)

"A"が 「B」の よ うにCと して訳 されてい ますか?と い う形式の質問文
。

A:英 語表現。""で 囲む。例文中の どの部分 を翻訳することにポイ ン トがあるのかを表す。

文全体の場合、また明らかな場合な どは省略す る。

B:日 本語表現。 「 」で囲む。

C:内 容や文法事項の補足説明(「 習慣を表す表現」、「洗濯疑問文」など)を 記す。記述が長 くな

るものや、原因に言及する場合は、【解説】に記述する。

*必 ず ○ ×(YESINO)で 答 え られ る形式 にす る。 本テス トセ ッ トは評価者が翻訳結果

(訳 文)を 見るだけで○ ×を与えることを前提 と してお り、解析 の詳細 に直接言及す る

ことは避 ける。

許容 され る訳 出例や誤訳例 を列挙。

正解例(YES)の 文 頭 には○ 、誤例(NO)の 文 頭には ×を付与す る。

1行1文 と し、原則 と して文全体 を記述。
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必要ならば正/誤 の理由(説 明)も 示す。

【関連文】

*各 例は実際の機械翻訳システムの訳を参考にして作成 した。

当該の例文と関連する言語現象を含んだ例文を挙げる。

文の一部だけの記述は認めない。必ず文全体を記述する。

例文の後に、 「 」 で囲んだ訳文を記述す る。

【参照項 目】

捕捉事項(may/mightで の 丁寧度 の違 いな ど)が ある場合 は、訳 文の後 ろに()で 囲

んで記述す る。

本テス トセッ ト内の関連項目への参照ポインタ。原則として、相互参照とする。

【解説】

*文 番 号を明示するのみで、文その ものは記述 しない。

その他 の捕捉 事項。 フリーフォーマ ッ ト。

表2:各 項 目の書式

2.JEIDAテ ス トセ ッ トの 自動 評 価 化

 評 価 者 に よ る 主 観 評 価 に 代 わ る 評 価 法 と し て,こ れ

ま で 数 多 く の 自動 評 価 法 が 提 案 さ れ て き た(Niessen et

al.2000,Akiba et al.2001,Papineni et al.2002,NIST 2002,

Leusch et al.2003, Turian et al.2003, Babych&Hartley

2004,Lin&Och 2004, Banerjee&Lavie 2005, Gimenez

et al.2005, Corston-Oliver et al.2001, Kulesza&Shieber

2004,Gammon et aL 2005, Albredcht&Hwa 2007).自

動 評 価 法 は 評 価 者 に よ る 主 観 評 価 と異 な り,評 価 結 果

の 信 頼 性 低 下 や 評 価 コ ス ト と い っ た 問 題 が 少 な い.

AAMT調 査 委 員 会 で も,日 本 語 ・中 国 語JEIDAテ ス ト

セ ッ トの 自動 化 を 将 来 的 な 課 題 と し て い る.本 小 節 で

は,日 本 語 ・英 語JEIDAテ ス トセ ッ トの 自動 化 を 試 み

たAAMT技 術 動 向 調 査 委 員 会 と情 報 通 信 研 究 機 構 と

の 共 同 研 究(内 元 他200612007,Uchimoto et al.2007)

(以 下,AAMT・NICT)を 概 観 す る.

 一 般 的 な 機 械 翻 訳 自動 評 価 法 は,翻 訳 出 力 と そ の 正

解 と な る 参 照 訳 や 言 語 モ デ ル と の 類 似 性 を 自動 的 に 判

定 す る こ と で 評 価 を 行 う.こ の よ う な 類 似 性 に 基 づ く

評価 法であれ ば,正 解 との類似性が低い文ほ ど何 らか

の問題 がある と考え られ る.こ れ らの 自動評価法 にお

けるテス ト文 としてJEIDAテ ス トセ ッ トの よ うに翻

訳処理 と翻訳 結果の関係 が明 らかな文例を用 いるこ と

で,翻 訳の良 し悪 しを相対的に評価するだけでな く,

翻 訳結果に どの よ うな問題 点が含まれているかを検 出

でき ると考え,AAMT-NICTはJEIDAテ ス トセ ッ トに

基づいた 自動評価 法を構 築 した.

 JEIDAテ ス トセ ッ トの 自動 化に際 し, AAMT-MCT

は,JEIDAテ ス トセ ッ トの妥 当性 を検証 した. JEIDA

テ ス トセ ッ トの評 価観 点 は,計 算言語学 にお け る翻

訳処理 に 関す る研 究 に加 え,理 論言語学 や比較 言語

学 にお ける 日本 語 と英語 にお ける様 々な言語 的特徴

に関す る研 究 に基づ き考案 され た ものであ る,し た

が って,設 問の理 論 的根拠 は確 かな もの と考 え られ

る.し か し,各 項 目に対 して付 与され る例文 の 妥当

性 に疑 問が残 るため,AAMT-NICTはJEIDAテ ス ト

セ ッ トの例 文の 妥 当性 を検 証 した.そ の結果,・ 一つ

の例 文 中に複 数 の項 目が含 まれ てい るな ど例 文の改
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簿が必要 であ る ことがわ かった.さ らに,JEIDAテ

ス トセ ッ トの例 文に対 して,複 数の 項 目が含 まれ て

い る例文 を調 査 した.そ の結 果,150例 文 中103文 に

おい て複数 の項 目が含 まれて い るこ とが わか った.

そ こで,設 問 と例 文の 整合性 に留意 し,AAMT-NICT

は 新 に148設 問 を追加 し,JEIDAテ ス トセ ッ トの改

良 を行 った.こ の改 良を通 じて,1文 に対 して一問 で

あ った設 問が最 大111問 まで増 えた.

 追加 され た設 問の例 を表3に 示す.追 加1に 示 され

る設問はID1.15.1.3-5と してJEIDAテ ス トセ ッ トに設

定 され ていた設問である.こ の設問の項 目が表3に 提

示 され てい る例 文に当てはま るとして追加 され てい る.

ま た,追 加2に 示 され る設 問はJEIDAテ ス トセ ッ トに

おいて設定 され ていなかった設問であ る.こ の設問が

新 に追加 設定 されてい る.

でi多 正正三 Aij Q

文例

訳文

設問o

1.17.1.3-1

The percentage of stomach cancer among the workers appears to be the highest for any

asbestos workers.

労 働 者 の 胃 癌 の 割 合 は,ア ス ベ ス ト労 働 者 の た め に 最 高 と な る よ う だ.

"appear to"が ら`よ う だ"の よ う に 訳 さ れ て い ま す か
.

追加1 ID

訳 出例

設問1

1.15.13-5

"for"が 適 切 に 訳 され て い な い
.

"for"が 原 因 ・結 果 を 示 す 「
...で 」 と訳 され て い ま す か.

追加2 ID

訳 出例

設 問2

追 加一1

訳 されていない表現があ る.

全 ての英語表現が 日本語に訳 されてい ますか.

表3:JEIDAテ ス トセ ッ ト修jE例

 この修 正に よ り,JEIDAテ ス トセ ッ トの評価基準 と

しての 妥当性が向Eす ることをAAMT-NICTは 確 認 し

た.JEIDAテ ス トにおいて,各 例文に対 して設問が一

問の修正前テ ス トセ ッ トと修正後のテス トセ ッ トを用

いて機械翻訳 文を評価 し,そ の評価 結果を評価者に よ

る評価結果 と比較 した.そ の結果,修 正後テス トセ ッ

ト(r=0,65)が 修1E前 テ ス トセ ッ ト(050)よ りも評価

者の結果 と相関が高い ことがわか った。

 こ の 修 正 後JEIDAテ ス トセ ッ トを 基 に,

AAMT-NICTは 評 価 の自動化 を試みた,自 動評価の対

象 とな るのは,テ ス ト文の翻訳結果 とその正解 との類

似度で ある,こ の類似度は最小 二乗法(Draper&Smith

1981)に よ り式(1)か ら求 めた.
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A一 Σ λ5、x5・

      ぜ篇1

      +蒼(λ 妨 ×Q・+λ9二xQ・)+浅

・一{∴:濃 濫 艶 ㎜ ㎜P'酬

Q卜{ゐ:

(1)

(一')

if sllb婁 ζoah欝Un㏄cOlnpli謡 童e《玉                    (3)

く)therwi8心

 qは1番 目の設問の達成率で ある.λQノは設問達成率

に対す る加重和 であ り,λ φノは設問非達成率 の加 重和

である.nは 設問数 を示す. S;は 参 照訳 との類似性 を

示 し,λS,は 類 似性の加重和 を示す.

 テ ス トセ ッ トにおける文例の翻訳正解 例 と翻訳シス

テムの出力結 果の類似 度を 自動判定する ことに より,

JEIDAテ ス トセ ッ トを用いた評価法の 白動化がな され

た.JEIDAテ ス トセ ッ トに基づ く自動評価法 と既 存の

自動評価 法に得 られた評価 結果を 脱観 評価 との相関関

係 によ り比較 を行 った.そ の結 果,JEDAテ ス トセ ッ

トに基づ く自動評価法が高 い相 関を示す ことが確認 さ

れた.AAMT-N[CTは 既 存 の 自動評価IF法 において参

照訳数が一種類, モ種類,正1二種類の場 合と比較 した.

そ の結果,表4-6か らわかるよ うに,既 存自動評価法

が評価結果の 妥当性が参照訳の数 に依存 してい るのに

対 し,JEIDAテ ス トセ ッ トに基 づ く自動評価は参照訳

数への依存はみ られな い.こ の ことか ら,JEIDAテ ス

トセ ッ トに基づ く自動評価 は参照訳 にかか るコス トを

軽減で きるとい える.

手法 流暢さ 適確さ

訓練データ 評価データ 訓練デー タ 評価データ

既存手法1(WER)

既存手法2(複 合)

提案手法(自 動評価)

提案手法(手 動評価)

0.43

0.s2

0.90*

0.90

0.48

0.si

O.59*

0.62

0.42

0.49

0.89*

0.90

0.48

0.47

0.62

0.68*

表4:自 動評価と人間による評価との相関係数:参 照訳1種 類

手法 流暢 さ 適確 さ

訓練データ 評価データ 訓練データ 評価データ

既存手法1(WER)

既存手法2(複 合)

提案手法(自 動評価)

提案手法(手 動評価)

0.47

0.54

0.90*

0.90*

o.si

O.54

0.60*

0.62

0.45

0.51

0.90*

0.90*

0,51

0.s2

0.64*

0.69*

表5:自 動評価 と人間による評価 との相関係数:参 照訳3種 類
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手法 流暢 さ 適確 さ

訓練データ 評価データ 訓練データ 評価データ

既存 手法1(WER)

既存手法2(複 合)

提案 手法(自 動評価)

提案手法(手 動評価)

0.49

0.56

0.90*

0.9]

0.53

0.56

0.60*

0.63

0.46

0.s2

0.90*

0.90*

0.53

0.54

0.63

0.69*

表6:自 動評価 と人間による評価 との相関係数:参 照訳5種 類

3.お わ りに

 AAMT調 査 委員会は,日 本語 ・英語が対象で あった

JEDIAテ ス トセ ッ トを 日本語 ・中国語対象の評価セ ッ

トへ と改 良を終 えた,こ の改良版テ ス トセ ッ トを用い

て,イ ンター ネ ッ ト上で無償利用で きる 日本語 ・中国

語翻訳 システ ムを対象 と した評価実験 を行な った.

 現 在,そ の評 価結 果 の分析 を行 って い る.ま た,

AAMT機 械 翻訳 文テ ス トセ ッ トの公開 にむけ準備 を

行 っている.
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一
共有ユーザー辞書仕様UTXに 関する論文とスライドについて

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ3

言語処理学会論文

 26か ら31ペ ー ジは、機械 翻訳課題 調査委員会ワ

ーキング グル ープ3の メンバーが執筆し、富士通研究

所 の大倉委員が言語処理 学会で発表した、UTXを 紹

介 する論文を掲 載しています。この論 文は 、現時点ま

でで、ワーキング グル ープ3が 公式 に合意し決定した

事項から構成されています。32か ら38ペ ー ジは、本論

文の英 訳です 。ご協力 いただいたNICT・ ボンド委員

のお名前が追加 されています。

言語グリッド講演のスライ ド

 39か ら43ペ ージは、NICTの 言語グリッド プロジェ

クト研究会で、秋桜舎の山本委員が講演をした際に使

用したスライドを参考までに掲載しています。この講演

は、UTXと 秋桜舎の活動を紹介するものでした。

 これらのスライドでは、ワーキング グループ3と して

正式に決定した事項以外にも、山本委員の個人的な

見解が含まれている点にご留意ください。これらのスラ

イドでは、言語処理学会論文に至るまでの経緯と背

景、基本的な考え方について紹介しています。

UTXに 期待すること

 ワー キング グループ3の 委員から、UTXに 期 待す

ることにつ いて、抱負を頂きました(掲 載順は順 不同)。

 一 一 「バベル フィッシュ」は永遠 な夢かも分か りませ

んが、UTXの 普 及によって「バベルフィッシュ」に近 い

翻訳装置 の開発が一歩進むはずだと思います。少しで

も多くの人たちに外国語で書かれている文書や話され

ている言葉の理解を支援 するツール として活躍 するこ

とを期待 しています。」(加藤 委員 ※バベル フィッシュ

とは『銀河ヒソチハイク・ガイド』に登場する、言 語を一瞬

で翻訳する架 空の動物(編 注))

 一 一 翻訳 ソフト制作 に携 わる者として、翻 訳ソフトの

質の向 ヒと普及を常に願っていますが、UTXに よって

多くの人が翻訳 ソフトの利 便性を共有できるようになる

ことを期待しています。(クロスランゲージ・鈴 木委員)

   OKIで は、機械翻訳をより多くの分野で高品質

に使えるように、インターネットユーザの皆様 がご 自身

でそれ ぞれ の分野辞 書を作成 できるコミュニティ型機

械翻 訳サ イト「訳 してね っと」を開発 、運 営してきまし

た。UTXは 、その考えをさらに押し進 めて、すべての

機械翻訳 システムやさまざまなソフトで使える」Y(1F/を自

由に作成/共 有できるしくみ を作るもび)です、,謡1}の

壁 を超えるための 大きな動きが起こることを期待してい

ます。(沖 電気 ・村 田委員)

   機 械 翻訳にとって、辞 書の質こそが 要だと思い

ます。UTXの 充 実と普及 により、翻訳支援ツールの開

発が、また …歩 前進す ることを期待します。(インターグ

ループ・原 委員)

   UTXは 、MTメ ー カーはもちろん、ユーザーに

とっても翻訳精度の向上という面できわめて 重要です。

また集合知 としての翻訳 資産 を有効 に統合・再利用す

ることにより、オープンソースのローカライゼーション支

援など、大きな応用の可能性 を秘めています。翻 訳支

援用途からはじまって、自動翻 訳・概訳川途 にも大きく

貢献できます。UTX自 体 が 日本から発信するプロジェ

クトとして意義深 いばかりでなく、日本からの情 報発信

を支援 するプロジェクトとしても意義が大きいと考えま

す。引き続き関係各位のご協力・ご賛同をいただけれ

ば幸いです。(秋桜 舎・山本委 員)

   成 功の鍵は4c(contents, community,

conciseness, compatibility)。 今 度こそ、 モ度 目のi}

直 で世界標 準へ!(NICT・ 内 元委員長)
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大倉清 司†、山本ゆ うじ††、村 田稔樹 ‡、内元清貴 ロ 、加藤マイ ケル孝仁+、 島津美和子*、 鈴木次 良**、

                 Francis Bond'

       (機械 翻訳課題調査 委員会 共 有化 ・標 準化 ワーキ ンググループ)

         †富 士通研 究所 ††秋桜舎 ‡OKI ‡‡情報通信研 究機 構

      +ラ ー ニングコンサル タン ト 凍 芝 ソ リュー シ ョン **ク ロス ランゲージ

1. は じ め に

 機械翻訳 システム を実用的に使 用するには、

ユー ザー辞 書が 必須だが 、辞書の仕様 が異な

る と相1{利 川で きない。そのため、AAMT(ア

ジア太'1'一% 械 翻訳協会)D]は どの機械 翻訳

システムで も共通に利用 でき る、共有辞書の

仕様 を策定 してい る。 よ り具体的 には、1995

年 に[PAの 支援 を受 けて策定 されたUPFを べ

一 スに、そ の後 の技術や利 用方法 の変化 を反

映 し、2006年 か ら新 しい仕様策定 を開始 した。

2007年 に は 「UTX(Universal Terminology

eXchange)」 とい う新名 称に改め、現在はそ の

シ ンプルな形式 であるUTX-Simp且eの 仕様策

定を行 っている。2008年 度 は、実際 の翻訳分

野 を選定 し、その分野 の辞書デー タの作成 ・

収集 を行 い、翻 訳プ ロジェク トと連携 しつつ、

UTX仕 様 の修i}:・確 定を行 う予定 である。 ま

た、辞 書を継続 的 に作成 ・共有 ・蓄積 す るた

めの コ ミュニテ ィの創設 も構 想 してい る。本

稿 では、UTX-Simpleの 仕様 を紹介す る とと

もに、我 々が想 定 して い る辞書 の共有 ・再利

用 の過程 と方式 について述べ る。

2. UTXに つ い て

 翻 訳 ソフ トな どの機械 翻 訳シ ステ ムを実用

的 に使 用す るには、ユー ザー辞書 の利 用が重

要であ る。翻 訳対象文書 で使 われ てい る専 門

用 語や人 名 ・地 名な どは、基本辞 書に登録 さ

れ ていな い ことが多い ため、適切 に翻 訳で き

ない場合 が多 い。 これ らは専門用 語辞書 を使

って も適 切 に翻 訳で きない ことがあ る。そ こ

で この よ うな用語 をユー ザー辞書 に登録すれ

ば 、機械 翻訳 システム の精度 向上 を見込む こ

とが でき る。例 えば、以 下の原 文をあ る翻訳

ソフ トで翻訳 した とす る。

XML declaration may contain information about

character encoding and external dependencies.

結果 は次の よ うになる。

 「XML公 表が文字符 号化 と外 部の属 国につ

いてのイ ンフォ メー シ ョンを含 んでい るか も

しれ ません。」

 この訳 文で は、公表、符号化、属国、イ ンフ

ォメー シ ョンな ど、原 文の文脈 と分野 に合 致

しない訳語 が使 われ てい る。 しか し、適切 な

用語 を辞書 登録 すれ ば、以下 の よ うに、 よ り

適切 な訳 文が生成 され る[2]。

 「XML宣 言 が文字 エ ン コーデ ィン グにつ

いての情報 と外 部の依存 関係 を含 む こ とがあ

ります。」

 特 に"XML declaration"の よ うな複合 語 をユ

ー ザー辞書 に登 録す る ことによ り構 文解析 の

失敗 も防 げるよ うになる ことが 知 られ てお り

[3]、統計翻訳 の精度 向上 に もつなが るため、
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辞書登録は重要であ る。

 しか し、個人 が大量 の辞書登録 を行 うのは時

間が かか り、辞 書登録 に よる効果 もわか りに

くい。 また現状 では個人 の辞書 を集 めて もフ

ォーマ ッ トが不統 一で あ り、共通化 ・共有化

で きない。

 翻 訳 辞 書 の標 準 化 され た 仕様 と して は 、

LISA[4]のTBX[5]が 挙げ られ るが、仕様が複雑

で広 く普 及 していないの が現状 である。 これ

らの問題 を解 決す るために、AAMTで はUTX

を策定中であ る。

 UTXの 特徴は以 下の通 りであ る。

1.分 か りやす く使 いやす い 「ユーザ ーのた

  めの」辞書:複 雑 な仕様 はむ だにユーザ

  ーの負担 を増や し、結局は使 われ るこ と

  がな い。 ユーザー の 立場に 立ち、実際 に

  使われ るよ うに単純 かつ実際 的な仕様 を

2

M

4

5

心が ける。

「専 門用 語」 とい う観 点:辞 書の分野 を

明確 化 し、 「一語 一一義」 とす る。 無意味

に訳語 を増や さず 、使 い分 けを厳 密 に規

定す る。 該 当分野 で訳語が 一義 的に定 ま

る語 を登録対象 とす る。

翻訳精度の 向上:UTX辞 書 が普及すれ ば

共有 も簡単 にで きるため、翻訳精度向L

に欠かせない辞書 の構築が よ り効率的に

で きるよ うにな る。

多言語辞書 、単言語 辞書 と しても有効:

二 言語 間だけで な く、多言 語に も対応 す

る。 また単言語辞 書 と して、用 語の統 ・

な ど校 正支援 ツール な どの 入力 として も

使 えるよ うに仕様 を策定 してい る。

共有のための情報 も保持:XML形 式 にお

いて は辞書作成者 、エ ン トリー作成 日時

やMTシ ステ ム固有 の情報 な どの詳細情

一1つ の 「ヘッダ」と1つ 以上の 「エントリー」からなる

一文書 の最初の行 に「ヘッダ」を記述する

一2行 目以降、1行 に1エ ントリー記述

一#ではじまる行 はコメント行

 【ヘ ッダ 】半 角 文 字 で そ の ファイル に 関 す る 記 述 を 入 れ る 。区 切 り文 字 は 半 角 ス ペ ー ス 。

 #UTX-Sバ ー ジ ョン 番 号 原 言 語1目 的 言 語 最 終 更 新 日 付 時 間4カ ラ ム 目 以 降 の 情 報

 例)#UTX-S O.9 en-US/ja-JP 2007-12-03T14:28:00Z+09:00

 ※UTX-SのSは 簡 易 版 の 意 味 。言 語 名(ISO 639)と 日 付 時 間(ISO 8601)はISO準 拠[2,3]。

 単 言 語 辞 書 の 場 合 、目 的 言 語 を 省 略 す る 。

 4カ ラ ム 目 の フ ォー マ ット例;

 source:plural/asp/past/pastp/presp/comparative/superlativeltarget:_./optionXXXX/optionYYYY

 (見 出 し語 の 情 報 は 、source:の 後 に 記 述 。plural=複 数 形 、3sp=三 人 称 単 数 、past=過 去 形 、pastp=過 去 分 詞 、

presp=現 在 分 詞 、comparative=比 較 級 、superlative=最 上 級 、訳 語 の 情 報 はtarget:の 後 に 記 述)

【エントリー】1行のフォーマットは 、タブ区切りでカラム に分ける。各力ラムに記述する内容は以下の通り:

 1カラム目

原言語の単語

 2カラム目

目的言語の単語

3カラム目

 品詞

4カラム目以降

言語により依存

図1 UTX-Simpleの 仕 様
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6

報 も維 持で きるため、情報 を切 り捨 てず

に済み 、また正確 に管理 ・共有で きる。

ソフ トウェアの ロー カライゼ ーシ ョンの

促進:特 にオー プン ソー ス系のロー カラ

イゼー シ ョンにおい ては、翻訳 を個人単

位 で行 っているために訳語 の統一 が難 し

い。UTXの 導入 によ り、共通 の辞書 が普

及 して翻 訳作業 の効率化が期待で きる。

 海外 の例 では、欧州委員会(EC)が2008年

1月 に、約100万 の文章を22言 語 に翻訳 した

翻 訳 デ ー タを無 料 で公 開 す る と発 表 して い

る。 日本 では、依然 として厚い言語 の壁 に阻

まれて 、 ソフ トウェアや コンテ ンツの翻訳 が

なかなか進 まず 、多 くの潜在 的機会 が埋 もれ 、

日々莫大 な損 失が発生 してい る。翻 訳資産 の

共 有化がすべ ての業界 で推 進 され ることが、

今 後の産 業振興 の鍵 となろ う。

 UTXの メ リッ トとして、ユーザ ーに とって

は、分か りやす く作 りや すい フォーマ ッ トで

ある こ と、個 々の特定分 野で翻訳精 度の 向上

が期待 できるこ と、イ ンターネ ッ ト、LAN上

の コ ミュニ テ ィを通 じた辞書の共 有 と再利用

がで きるこ とな どが ある。 翻訳 ソフ ト開発 メ

ー カーに とって も、ユー ザー辞書利 用の促進

によ り機 械翻訳 が活性化 し新規需 要の掘 り起

こ しが期待 でき るこ と、 また メー カー固有 の

辞 書項 目も完全 に保持す る ことな どが挙 げ ら

れ る。

 UTXの 仕様策定にあたって、以下の2つ の

作業が重要であ る。

1.仕 様 の 策 定 (UTX-Simpleお よ び

  UTX-XML)

2. 実際の辞書デー タの作成 と、辞書を継続

  的に作成 ・共有 ・蓄積す るための コ ミュ

  ニテ ィの創 設

 本稿 では、上に挙げた2つ の作業内容につい

て説 明す る とともに、今 後 の展 望 ・課題 にっ

いて も述べ る。

3.UTX-Simpleの 仕 様

 UTXで は、以 下の2種 の仕様 を定め る。

 ● UTX-XML(XML形 式)

 ● UTX-Simple(タ ブ区切 りテキス ト形式)

 UTX-XML(XML形 式)は 、辞書 に必 要な

情 報を全て含む。UTX-Simple(タ ブ区切 りテ

キス ト形式)は 、最低 限、原語 、訳語 、品詞

の3種 の情報だけで使 用可能な仕 様 を規定す

る。仕様策定 に関 しては、最 終的にはXML形

式 を策定す るが、普及 とい う観 点か ら、 シン

プル な形で共有 でき るUTX-Simpleを まず策

定 している。

 標準化 し、さらに普及 させ るため には仕様 を

ユ ーザー に分 か りやす く使 いや すい形式 にす

る必要が あ る。 ま た、機 械翻訳 システ ムでユ

ー ザー辞書 を フル に活用 す るには
、現状 の シ

ステム よ りも簡 単 に登録 で きな くて はな らな

い。UTX-Simple形 式の辞書は仕様 が単純で作

成 の手間 が減 り、辞書 の共有 が促 進 され る。

な るべ く記述す る情報 を少 な く、 しか し実用

的 にな るよ うに仕様 を検 討 した。 現在 のバー

ジ ョンは0.9で ある(2008年5月 の最新版 は

0.91)。 基本的な仕様 は図1の 通 りであ る。

UTX-Simpleの 仕様 策定にあた り、以下の こ

とが論点 として上 った。

 (1) 人 間に とっての読みや す さを優先す

    るか 、機械 に とっての処理 の しやす

    さを優先す るか。

 何 を必須の項 目にす るか につい て議論 した。

最小 限原 語 、訳語 、品詞情 報が あれ ば よい こ

とに した。例 えば英語 では名 詞 の複 数形 の情

報が必 要な場合 があ る。 しか し複数 形は全 て

28



の言語 の全 ての品詞 で必 要なわけではない。確

かに複数形 の情報 がない と機械翻訳 が うま く訳

せ ない状況 も少 な くないが、人 間が記述す る こ

と、 また普及の観点か ら、オプシ ョン として記

述す ることに した。

 (2) XML 版(UTX-XML)と 簡 易 版

    (UTX-Simple)の 位 置づ け を ど うす る

    か。

 UTX-Simpleは 日イ寸、作成者 な どの情 報が な

く、恒久 的 ・継続的 な辞書 の構築 には適 さない。

しか し、一方で使 いやす さか ら、容易 に作成 、

共有す ることがで き、普及が期待で きる。XML

版の策定にはまだ時間 を要す る。

 (3) カ ラムの内容 を固定にす るか(Xカ ラ

    ム 目=Y、 と決 めて しま うか)。

 カ ラムは、言語共通 の情 報 と、言語固有の情

報 を入れ る枠組 み と した。 共通 の情 報 は1～3

カ ラム 目に、実際翻訳において必要 とされて い

る言語依 存の固有情報は4カ ラム 目以降 に記述

す る。

 (4) 言語 固有 の カ ラム を言語 対 ごとに あ

    らか じめ決めてお くか否か。

 当面、UTXで は 日本語、英語 、中国語 を中心

に扱 うが、本来はISOに 従い存在す る言語全 て

を扱 えるよ うに したい。 多数の言語について必

要なカ ラム を現時点ですべて策定す るのは現実

的ではない。そ こで、ユーザー にカ ラム名 を指

定で きる幅 を持たせ る。 言語対 によっては、特

定のカ ラム に決ま った情報 を入れ ることを推奨

す る。 実際の利 用か らフィー ドバ ックを得て 、

各言語で最低限必要な情報 を見極 めてい く。

 (5) ガイ ドライ ンの作成 について

 個 々のエ ン トリー につ い て ど う記述すれ ば

よい か、表記 な どのガイ ドライ ンを決 め る必

要があ る。UTX-Simpleを 読み込む ツールはそ

のガイ ドライ ンに従 い、警告 を出す よ うにす

る。 例 えばツール の警告 出力オプ シ ョンを指

定 してお けば、必要 な項 目がなけれ ば警 告 を

出す。基本的にフ ォーマ ッ トエ ラーはな しで、

フォーマ ッ トが違 っていた場合 、その行 は無

視す るこ とにす る。

 基本 的な ガイ ドライ ン として は以 ドを取 り

決 めた。

 ● デ フォル ト値 と 「該 当な し」 との区別

     「該 当な し」 を示す値:一(ハ イ フ

     ン)

     それ以 外 は、 自動処理(ツ ール の

     判断)

 ● 辞書 に保 持 されて い る情報 をツール が

   どこまで使 うかは ツール 自体 の仕 様 に

   依存す る。

・

・

ユー ザーが 定義 したカ ラム は保持 す る

のみ。

英語 の名詞句 は語頭 を小文字 で書 く。

複数形 のみ の場合 は、見出 し語を一(ハ

イ フン)に す る。

UTX-Simpleの 具 体 例 を図2に 示 す。

4. 辞書 を継続的 に作成 ・共有 ・蓄積す るた

  めのコ ミュニテ ィの創設

辞書デー タの作成 と収集の基本方針 と して、

#UTX‐S O.9 en‐OS/ja‐JP 2007-12…03719:28:00L+09:00 source:plural/asp/past/pasty/presp/comparative/superlative /target:

syllable

new

go

prosody

音節

新規の

行く

韻律

noun

adj

verb

noun

syllables

goes went gone 90ing

newer lleWest

図2UTX-Simple O.9版 の 基 本 記述 例
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漫然 と した分 野の辞書 は作 らず 、スポー ツ分

野 、[T分 野 な ど、辞書 ご とに特 定の使用分野

を限定す る。

 現状 では個 人単位 の翻訳 にお いて、特 にオー

プ ン ソー スの翻訳 に関 して辞書 が共有で きな

い こ とが問題 となってい る。 辞書は さま ざま

な提供 元に拡 散 してお り、それ ぞれに フォー

マ ッ トや使 用 ライセ ンスが異 な る。 言語 資源

を集約 で きれば 、各 国語間の ローカ ライゼ ー

シ ョンを ・挙に加速 できる。

 UTXは 仕様 がオープ ンであ り、UTXの 辞書

を真 に普 及 させ るた め に誰 で も参加 で き る

「み んなで作 る辞書 」共有辞 書 コ ミュニテ ィ

を構築 す る。そ のため には以 下の取 り組 みが

必 要で ある。

● 辞書 を作成 ・共有 ・蓄積 す るた めの辞書

  コ ミュニテ ィと流通イ ンフラの確立

● 公式 辞書 コ ミュニ テ ィでは、 品質 を保 証

  した辞書 を有償提供(AAMTま た は関連

  組織が管理す る)

● オー プ ン辞書 コ ミュニテ ィで は、オープ

  ン ソース的 な許 諾に よる自由かつ 無償で

  相 互利用(AAMTま たは関連組織 はホス

  テ ィングのみ を行 う)

 多様 な需要 に対応す るた め、公式辞書 と無料

辞 書を作 り、それぞれ を管理 ・共有す るた め

の コミュニテ ィを作 る。公式辞書 は有償だが、

専 門家 が監 修 して信 頼 で き る内容 を保 証 す

る。 無料辞書 は、内容 の正確 さが保証 され な

いが無料 で利用 できる。

 す でに共有化 ・標 準化 ワーキング グルー プで

は、Mozilla 24な どのイベ ン トに参加 してUTX

について紹介す るな ど、オープ ン ソー スの コ

ミュニテ ィとも意見 交換 を行 って いる。

 UTXの フォーマ ッ ト自体 は単純 だが 、分散

したFl語 資源 を集約 し、 「集 合知」 と して活

川で きる。 そのた めに参加者 に とって辞書作

成の継続的な動機付 けを維持 し、参加者が不

公平にならない枠組みの作成が必要になる。

5. 今後 の展望 と課題

 仕様や指針の策定 と同時 に、辞 書デー タの作

成お よび収集 、各種 ツールの開発 と活用、UTX

の実効 性の 評価 と確認 、そ して各 方面 との協

力 ・連携 を進 めてい く。最終 的にはUTXのISO

標準化 を 目指す。

5.1ラ イセ ンス体系の策定

 有償 ・無償 のそれ ぞれ の辞書形態 について、

辞 書の配 布を単純 かつ 明快で 単一の もの とす

る。 特 に無料 ・オー プ ン辞書 では相互利 用可

能 と し、改変 と商 業利 用が許 諾 され る必要が

あ る。使 用権の 問題 が解決 でき る ところか ら

作成 してい く。

5.2UTX-XMLの 仕 様 策 定

 UTX-Simpieに 基 づ き 、 よ り 高 機 能 な

UTX-XMLの 仕 様 の 詳細 を決 定 して い く。

5.3表 記指針 の策定

 辞書で音引 き、中黒 な どの表記 が統一 され て

い ない と、異な る辞書 を統合 す るたびに修正

が必要 にな る。翻 訳の現場 では、 各社 の表記

の違 いを吸収す るだけ で多大な労力 が 日々浪

費 され てい る。 そのた め、辞 書表記 の統一指

針 を定 めて遵守す る必要があ る。

5.4辞 書デー タの作成 ・収集

 実際 に翻訳 が必要 とされて い る分野 をい く

つか選 定 し、UTX-Simple、 UTX-XMLの 仕様

にそ って具体的 な辞書デ ー タ作成 ・収 集 を行

う。そ の辞書 を使 った翻訳 を行 うことによ り、

UTXの 仕様の修正 ・確定 を行 ってい く。

5.5各 種 ツール の開発 と活用

 以下の ツール開発が必要 にな る。
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 UTX変 換 ツール(正 規化 ツール を含む)

 翻 訳 ソ フ トや 翻 訳 サイ ト独 自の 形 式 と、

UTX形 式 を相互 に変換す るツール。 UTX形 式

の仕様 が正 しく実装 され てい るか検 証す る正

規 化 ツ ー ル を 含 む 。 ま た 、 UTX-XMLと

UTX-Simpleの コンバーター も必要であ る。

 用語抽 出 ・辞書作成 ツール

 ー語一語登録す るのではな く、原 文を解析 し

て一括 して必要 な辞 書登録 を行 うための ツー

ノレ[6,7,8]。

 辞 書検 索 ツール(用 語集検索 ツール)

 辞 書や用 語集 を直接検 索 して参照 でき るツ

ー ノレ
。

5.6UTXの 実効性 の評価 と確認

 UTXの 普及 のためには、 UTXを 使 って翻訳

精度が 向上 し、翻訳 効率が改 善す る ことを実

証す る必要が あ る。 評価 に関 しては 、AAMT

で もテス トセ ッ トを作成 し、UTX辞 書の効果

を確認す る予定であ る。

5.7各 方面 との協力 ・連携

 共同執筆者 が運 営す る、ユーザが専門用語 を

登録 で き る コ ミュニ テ ィ型 機 械 翻 訳 サイ ト

「訳 してね っ と」[9]と の連携 をは じめ、共同

執筆者 以外 に も、UTXに はすで に各方面か ら

の協力が得 られてい る。今 後は 、Edict、 多数

の辞書や システ ムをつな ぐ他 のプ ロジ ェク ト

(言語 グ リッ ド)、 言語資源 を収集 ・管理 ・

配布す る組 織(GSK)な どとの協 力 ・連携 も

考えてい る。実際 にUTXを 使 って も らい検証

してい くとともに、ツール 開発面 で も協力 ・

連携 していきたい。

UTXの 趣旨に賛同している組織および個人

(順不同、敬称略)

 富士通研 究所、秋桜 舎、OKI、 情報通信研究

機構 、東芝 ソリュー シ ョン、クロスランゲージ、

NHK、 シャー プ株式会社 、 NEC、 坂本義行
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 問 い 合 わせ 先

 AAMT(ア ジ ア 太 平 洋機 械 翻 訳 協 会)で は 、

UTXの 仕 様 策 定や 辞 書 作 成 、 評価 に ご協 力い

た だ け る 方 を募 集 してお ります 。現 時 点 で は 、

日本 語 、 英 語 、 中 国 語 を 優 先 して い ます 。 興

味 の あ る方 は 下 記 ペ ー ジ を ご覧 のL、 お 気 軽

に ご連 絡 くだ さい。

 ● UTXに つ い て の説 明

 http://www.aamt.info/japanese/utx.htm

 ● UTXメ ー リン グ リス ト(参 加 自由)

 http://groups.yahoo.co.jp/group/UTX

 ● Francis Bond氏 のUTX辞 詐(言 語 学)

 http://www2.nict.go.jp/x/x 161/en/member/bond/

 data/
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1. Foreword

 In order to use a machine translation system for

computer aided translation, careful tuning of user-

created dictionaries is indispensable. These user

dictionaries, however, may not be always compatible

between different MTs, often rendering the effort to

create such dictionaries futile. To address this issue,

AAMT (Asia-Pacific Association for Machine

Translation) [1] has undertaken to establish a

specification of sharable dictionaries, which can be

used across different machine translation systems.

AAMT created its first version of specification, UPF,

with support from IPA (lnformation-technology

Promotion Agency, an institute in Japan)in 1995. In

2006,AAMT started to create a new specification to

reflect and incorporate the subsequent advancement

oftechnology and the changing usage of MT. In 2007,

the new format received a new name"UTX,"short for

universal terminology exchange. As of 2008, AAMT

is working to establish UTX-Simple, which is the

simple, stripped-down version of UTX before

building the full XML version. As for the future plan

in 2008, AAMT plans to advance the project by

revising and expanding UTX specifications, selecting

the actual translation domain, collecting and

compiling the terminological data of the domain, and

seeking collaboration with translation-related projects

led by other organizations or individuals. In addition,

AAMT is conceiving of creating a user community

for producing, sharing, and accumulating user

dictionaries in a sustainable way. This article

introduces the specification of UTX-Simple, and

describes our process and methods of sharing and

reusing dictionaries.

2. Basic of UTX

 As I mentioned earlier in the foreword, careful

tuning of user-created dictionaries is indispensable in

order to use a machine translation system for

computer aided translation. When we use commercial

high-end translation software for computer-aided

translation workflow, specialized terminology, names

of persons, and place names in the target document

are often not included in basic system dictionaries,

and they are not translated as well as one would

expect. These terms may be missing from optional

specialized dictionaries. It is known that ifthese terms

are registered into a user dictionary, the precision of a

machine translation system can be improved. For

example, let's assume that the following English

sentence is translated into Japanese with translation

software.
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XML declaration may contain information about

character encoding and external dependencies.

called UTX.

 The features ofUTX are as follows:

The result would be:

「XML公 表が文字符号化 と外部 の属 国について

のイ ンフォ メー シ ョンを含 んで い るか も しれ ま

せん。」

In this translation, certain terms are used, such as公

表,符 号 化,属 国,andイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン, but

these are not suitable for its context and domain. If

the suitable terms are properly registered to a user

dictionary, however, a more suitable translation is

generated as follows:[2]

「XML宣 言 が文字 エ ンコーデ ィングにつ いての

情 報 と外 部 の 依 存 関係 を 含 む こ とが あ りま

す。 」

 User dictionary compilation is important, because

addition of compound words such as "XML

declaration" into a user dictionary decreases failures

in syntax analysis[3], and it also improves the

accuracy of statistics translation.

 However, user dictionary compilation is a very

time-consuming process for an individual user, and its

e脆ct is also not immediately clear fbr relatively

small translation projects. In addition, the formats of

individuals'dictionaries are varied ifthey do not share

the same MT, and sharing these dictionaries can be

difficult.

 TBX[5]of LISA[4]is an existing standardized

specification for terminology, but it is intended to be

used by professional terminologists only. Its complex

nature denies commitments by average MT users, and

it is not widely in use. In order to address these

problems, AAMT is establishing a new standard

1

2

M

4

5

6

"Dictionary for the user" -simple and easy to

use: A complicated specification merely

increases users'burdens, and it will be forgotten

eventually. A specification must be simple and

practical to reflect and include actual MT users'

needs, viewpoints, and scenarios.

Entry as a"technical term":UTX clearly

defines the domain of a dictionary, and adheres

to the principle of"one word, one meaning."The

number of entries in a dictionary should be well-

chosen, and differences of word usages must be

clearly defined. An entry must be a unique term

within an applicable domain.

Improvement in translation accuracy:When

UTX dictionaries become widespread, sharing

dictionaries can be drastically simplified. Users

can compile user dictionaries more efficiently by

exchanging existing data, and UTX will

eventually contribute to improvement in

translation accuracy.

Multilingual and monolingual dictionary:

UTX is designed for dictionaries not only

between two languages but also among multiple

languages. In addition, UTX also includes a

specification for a monolingual dictionary,

which can be used for proofreading tools for

terminological standardization, etc.

Inclusion of the information to support

managing and sharing dictionaries:The XML

version of UTX includes detailed information,

such as the dictionary creator, entry creation

timestamp, information intrinsic to discrete

machine translations, etc., and it enables users to

manage and share UTX dictionaries effectively.

Promotion of localization of software:

Especially in open source localization projects,

33



translation is carried out individually, and

terminological standardization can be difficult.

By exchanging and sharing translation resource

systematically through the use of UTX, more

and more common dictionaries become available,

and they increase the efficiency oftranslation

exponentially.

  In January,2008, the European Commission

announced that it w川release the translation of about

lmillion sentences into 221anguages for free. In

Japan, the  thick  language  barrier hinders the

translation of software and other contents, resulting in

immense economic educational, and cultural losses

every  day. Sharing of translation assets in all

industries will be the key to future industrial

development.

sharing and reuse of dictionaries is possible through

user communities on LAN or the Internet. The major

merits of UTX for translation software manufacturers

are:the entire market of machine translation is

enlivened by the promotion of user dictionaries;thus

new demands and applications of MT can be explored.

UTX-XML format retains entry properties that are

proprietary to manufacturers, and no data is lost

during the conversion.

 The following two tasks are important for the

specification establishment of UTX.

・

・

Establishment of specifications(UTX-Simple

and UTX-XML)

Creation of actual dictionary data and the

community for sustainable creation, sharing,

一Adictionary file consists of one header and one or more entries .

一The header is located in the first line of the file .

-One entry is stored in each subsequent line .

-The line starting with a sharp"#"is a comment ine(which only occurs at the beginning of the file).

[Header]The description of the dictionary file. The delimiter is an"en"space.

#UTX-S<version number><source Ianguage>!<target language><last updated><other properties>

Example:#UTX-S O.9 en-US/ja-JP 2007-12-03T14:28:00Z+09:00

 UTX-S means"UTX-Simple". The language name(ISO 639)and the date/time(ISO 8601)formats conform to ISO[2,3].

In case of a monolingual dictionary, the target language is omitted.

Example of the fourth column:

source:plural/asp/past/pastp/presp/comparative/superlative/target:..../optionXXXX/optionYYYY

(The information on a source word is described after"source:".)Abbreviation denote as follows:the plural=plural form, asp=

third person singular, past=past form, pasty=past participle, presp=present participle, comparative=comparative degree,

superlative=superlative degree, the translation is described after target:.

[Entry]One line is delimited to columns by tabs. The contents described in each column are as follows:

First column

Word of source language

Headword

Second column

Word of target language

Translation

Third column

Part of speech

Fourth column and more

Other properties(optional)

Fig.1Specification of UTX-Simple O.9

 The major merits of UTX for MT users are:it is a

collection of plain formats that are easy to create;it

improves the translation accuracy in various domains;

and accumulating ofdictionaries

In this article, we illustrate these two tasks, as well
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as the future plan ofUTX and its issues.

3. Specification of UTX-Simple

 The following two formats of specifications

defined in UTX.

  ・ UTX-XML(XML format)

  ・  UTX-Simple(tab-delimited text format)

are

UTX-XML(XML format)includes comprehensive

information required for a user dictionary. UTX-

Simple(tab-delimited text format)is a specification

that requires only three types of information:asource

word, its translation, and the part of speech of the

source word. All other properties are optional. AAMT

will eventually establish XML format specification,

however, it has started by creating UTX-Simple,

which is highly practical and can be easily shared to

expand and sustain the community of UTX.

 In order to make a specification usable, it is

necessary to make it plain and easy to use. In order to

encourage the use of user dictionaries with a machine

translation system, entry addition must be simpler and

more straightforward than the present system. As the

UTX-Simple dictionary is simple, it can significantly

reduce the time and effort necessary for compilation,

and the sharing of dictionaries is accelerated. The

specification is designed so that it carries only

essential information while keeping its usability. The

current version is O.91. The basic specification is

shown in Fig.1.

 The following issues were discussed in the process

of establishing UTX-Simple:

   (1) Should priority be given to readability for

         human, or to ease-of-processing for

         machines?

We also discussed about what kind of information

to include, and reached to the conclusion that

specification requires only three essential types of

information:asource word, its translation, and the

part of speech of the source word. For example, the

information on the plural form of a noun may be

required in the translation from/to English. However,

the plural form is not an essential piece of information

for all the parts of speech of all languages.[n some

situations, information of the plural forms could

improve the translation result, but it also significantly

increases the burden of the creator ofthe dictionary if

it were obligatory. In order to ensure smooth creation,

we concluded that the information of the plural forms

as optional, but not essential.

   (2)Comparison of the XML version(UTX-

        XML)and the simple version(UTX-

        Simple)

 As UTX-Simple does not retain detailed

information of its creator, the timestamp for each

entry, etc., it is not suitable for a compilation of a

permanent, versatile dictionary. However, it is

practical and easy to create, use, and share. It may be

used by a variety of users regardless of their

background knowledge in advanced linguistics. The

establishment of the XML version may require some

more time.

   (3)Should we fix the order of columns

        (Column X always corresponds to

        Property Y etc.)?

 Acolumn accommodates both information common

to all languages, as well as information unique to a

specific language. The first to third columns are

assigned to three essential properties, while language-

specific properties are added after the forth column as

they are necessary.

   (4) Should we define language-specific

        columns for every language?

 The main languages of focus are currently on

Japanese, English, and Chinese. We plan to include

all existing languages defined in ISO in the future. It

is not realistic or practical to define all columns

required for all languages altogether at this time.

Therefore, we left the liberty of defining necessary
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optional columns to users. Feedbacks from actual

usages will be incorporated to decide the optimal

definitions of properties in the future. We would

recommend using certain name for certain property

for particular language pairs.

   (5) About creation of guidelines

 It is necessary to establish guidelines for notation,

i.e. how to describe each entry, for each target

language. The tools which read UTX-Simple would

issue warnings following the guideline, if they find

problems in the dictionaries. For example, if one or

more mandatory properties are missing, a warning is

issued according to the corresponding option of the

tool. To cope with human errors, the tool could be set

to skip an entire line, ifthe format has problems.

 The following is the basic guideline:

  ・  Difference between a missing value(default)

      and"not applicable"

       Other missing values(defaults)are subject to

      handling by MT systems.

      To what extent a tool uses the information

  contained  in  a  dictionary  depends  on  the

  specification ofthe tool itself.

  ・  The user-defined columns which are not

      identified by the tool will be kept intact.

  ・  An English noun phrase starts with a lower-

      case letter(except for proper nouns etc.).

 An example of UTX-Simple is shown in Fig.2.

4. Creation of a user community

 As the basic policy of creating and collecting

dictionary data, the dictionary must belong to a

specific domain, such as sport, IT, medicine etc.No

"generic"dictionary should be permitted
.

 In open source localization projects, translation is

carried out individually, and dictionaries are not

shared as they should be. Dictionaries are scattered

across various providers, and their licenses and

formats are also varied. If these scattered language

resources are centralized, the localization between

different languageses is significantly accelerated.

 In order to spread UTX dictionaries in which

anyone can participate in creation, and in order to

realize "open dictionaries for everyone," a shared

dictionary community should be established. For that

purpose, the following efforts are required:

  ・

・

・

AAMT will establish two types of dictionary

communities for producing, sharing, and

accumulating dictionaries. AAMT will also

establish a framework for distributing UTX

dictionaries.

The official dictionary community(managed

by AAMT or its delegate)offers supervised

dictionaries with guaranteed quality for a fee.

The open dictionary community offers free

dictionaries with open source license and

promotes mutual exchanges. AAMT or its

delegate provides hosting service only, but no

management or guarantee.

 In order to meet various needs, official dictionaries

and free dictionaries should be distinguished. The

corresponding community for managing and sharing

each type of dictionary must also be created. The

official dictionary community(managed by AAMT or

its delegate)offers supervised dictionaries with a

#UTX-S O.9 en-US/ja-JP 2007-12-03T14:28:00Z+0900 source: /target:plural/asp/past/pastp/presp/comparative/superlative
syllable

new

KO

prosody

音節
新規の

行 く

韻律

noun

adj

verb

noun

syllables

goes went gone going

newer newest

Fig.2 Example of the basic

UTX-Simple

notation of
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guaranteed quality for a fee. Free dictionaries can be

used for no fee, although the correctness of the

contents is not guaranteed.

Sharing/Standardization Working Group of AAMT

has already introducing UTX to open source

community by participating in events such as Mozilla

24(hosted by Mozilla). We exchanged opinions on

various topics concering UTX with open source

contributers.

Although the format of UTX is simple, it effectively

centralizes dispersed language resources through a

common format, to be used as a collective

intelligence. Therefore, we must maintain and

stimulate the motivation for the dictionary creation

among the community participant, and create a

framework to ensure fairness for the participants with

different degrees of contribution.

5.  The prospect and issues

We are currently committed to the following tasks:

the establishment of specifications and guidelines for

creating dictionaries, production, and collection of

dictionary data, development ofvarious tools and how

to use them, evaluation of the effectiveness of UTX,

and collaboration and cooperation with other parties.

Eventually, our goal is to make UTX into one of ISO

standardizations.

   5.1 License system

Make the distribution system of dictionaries simple

and  clear, both  for paid  and  free dictionaries.

Especially, a free/open dictionary must allow mutual

use and changes, and its commercial uses need to be

permitted. We will start with available royalty-free

dictionaries.

   5.2 Establishment of UTX-XML

 Based on UTX-Simple, the details of the

specification of more sofisticated UTX-XML will be

determined.

   5.3 Establishment of a notation guideline

 Notation of dictionaries must be standardized

through guidelines for each language and its dialects,

if applicable. If notation is not standardized among

dictionaries, we must unify them each time we merge

one dictionary to another, and this process would be

time-consuming. For instance, in case ofJapanese, the

notation of prolonged sound marks,"middle dots,"etc.

must be standardized. Equivalent in English would be

variations of British and American spellings,

punctuation rules, hyphenation etc. In the actual

projects of translation, significant time is wasted only

to absorb the differences of the notations difined by

different parties. Therefore, it is necessary to define

and  observe  the  standardization  guideline  of

dictionary  notation, if  necessary, for  different

specialized areas.

   5.4 Production and collection of

dictionary data

We will select some domains for which translation

is needed, and build and collect actual dictionary data

in accordance with the specification of UTX-Simple

and UTX-XML. By carrying out translation with the

dictionary and collecting feedbacks, the UTX

specification will be further improved.

 5.5Development and use of various tools

We will need to develop following tools:

 UTX converters(including parsers)

We will need tools which convert from a format

unique to a translation application or a translation site

to UTX format, and vice versa. A parser which

verifies the conformity to the UTX specification must

also be included. In addition, a converter between

UTX-XML and UTX-Simple is also required.

  Term extraction and dictionary building tools

 Tools to analyze multiple documents, extract terms,
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and add them to a user dictionary[6,7, and 8]or

make a new one instantly, not by building a dictionary

one-word-at-a-time.

  Dictionary search tool(glossary search tool)

We will need tools to perform a direct search of a

dictionary and glossary to see the translation of a

word.

   5.6 Evaluation of the e什ectiveness of UTX

 In order to promote UTX, it is necessary to prove

that the performance and accuracy of translation are

improved by the use of UTX. As for evaluation, the

effectiveness of a UTX dictionary is due to be

checked with test sets created by AAMT.

   5.7Collaboration and cooperation with

other parties

 Besides the co-authors(which include most of MT

developers in Japan) of this article, collaborations

with other parties has already been began for UTX,

including a cooperation with Oki's community-

oriented machine translation site"Yakushite-net"[9]

in which a user can add his/her own technical terms.

In the future, collaboration and cooperation with Edict,

the other projects which connect many dictionaries

and systems (such as Language Grid), and

organizations(GSK)which collect, manage, and

distribute language resources etc. are also envisioned.

While providing UTX to other parties and verifying

its effectiveness, we are also interested in

collaborating in terms oftool developments.

The organizations and individuals who support the

UTX project

(ln no particular order, titles omitted)

 Fujitsu Laboratories, CosmosHouse, OK1, National

Institute of Information and Communications

Technology, Toshiba Solutions, Cross Language,

NHK, Sharp Corporation, NEC, Sakamoto Yoshiyuki
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AAMT (Asia-Pacific Association for Machine Translation)

invites organizations and individuals who could collaborate

with us to establish the specification of UTX to provide and/or

build dictionaries, and to perform evaluation. At present,

priority is given to the Japanese, English, and Chinese
languages. If you are interested, please do not hesitate to

contact us from the following page:

 About UTX:
http://www.aamt.info/iapanese/utx-e.htm

 UTX mailing list:
http://groups.yahoo.co.ip/group/UTX

 (Anyone can participate in this mailing list, but the
correspondence is mostly in Japanese. We are planning to
start another mailing list in English.)

 UTX-Simple dictionaries by Francis Bond
 http://www2.nict.go.ip/x/x161/en/member/bond/data/
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共有ユーザー辞書仕様UTXと
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・翻訳 ワー クフローSATILA

・実務 日本語      。_一.
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CosmosHouse.com
                 i

〃
翻訳工学

・合理 的な方法論

・個人プ レーではない、チーム

ワークと しての実務翻訳

・用語集

・「実装可能なスタイル ガイ ド」

・翻訳資産の共有 と再利用

ヨ

              produceMTとT卜1

       ■ 回 ■団
・機 械 翻 訳(翻 訳 ソ フ ト)

 MT(machine translation)

 ・自然言語処理を行 う

 ・単語単位 で再利用

 ・用語集(ユ ーザー辞書)が 翻訳資産

・翻 訳 メモ リー ツー ル

 TM (translation memory)

 ・文単位で再利用

 。翻訳 メモ リーが翻訳資産

齪騰           灘
                 4

翻訳支援と自動翻訳

・自動翻訳

・一般ユーザー向け

・ボタンーつで ソフ トにお任せ

・翻訳支援

・プロの翻訳者向け

・予測不可能な翻訳 ソフ トを 「指定 した通

 りに」動かす
・→ユーザー辞書

・UTX(新 しい共有ユーザー辞書仕様)

5

翻訳 ソフ トの利点

・自動適用による用語の正確さ ・効

率化

・言い換え表現の蓄積一再利用と共

用
→教育的効果

・専門辞書の単語数

→不適切な訳語はユーザー辞書で

カバーする

6
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作業文書

実務日本語

     ・合理的な規則に基づいて実用文
      書を作成するための、日本語の
      表記と作文の指針

     ・人間に分かりやす く機械に処理
      しやすい(制 限言語ではない)

     ・自動 ・手動での日英翻訳の改善
      に必須

。、囎  ・技術 ・法律 ・学術文書、ビジネ～     ス文書作成 ・共有 ・再利用のた

      めに

B

1要 なのはどっち?

・開発者 の視 点 「自然貫語処理 を使 うこ

と」

・ユーザーの視 点 「正確に訳す こと」

。→ 「最初から最後まで自然貫語処理」にこ

 だわらない

 ・プロの翻訳者の実際的な視点

9

「標準化 ・共有化」WGの 活動

UTX仕 様

 策定

鉾書共有
コ.sニ テイ
の瑚簸と維縛

辞書ヂータの
作戒と収薬

ユ0ザ0辞 書の意義

・業務用翻訳 ソフ トでは900万 語 に近 い

 (語 彙カデ モ)

・しか しそれで も不 十分

 → 「辞書 に載せる基準 に達 しない語」
であ って も、登録 しないと訳せ ない

         ↓

・ユーザー辞書が必要
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UPF

・共 有 辞 書 の最 初 の 試 み(SG卜1L形 式)

・→普及せず

・失 敗 の 理 由

 ・ユーザー辞書 自体の意義、使い方、作 り

 方が理解 されていない
・共有のための インフラがない

・ユーザーにも翻訳 ソフ トメーカーにも強

 い動機がない

U

UTXの 特長

(universal terminology exchange)

・ シンプル

・分 かりやす く、使いやすい 「ユーザー のための辞書」

 ・最低隈、見出 しと駅語だけでも使用可能←作 りやすい

 ・多貫語にも対応

・ 共有のための情職 も像捷

 。辞書作成看/作 成日時

・ 「専門用冨」 という観貞

・分野 を明確化

・ 一冨一膿

 ・1分 野内では、1語1訳 の方針

 ・特定の文脈(分 野)で 訳語が一養的に定まる語

14

明確なメリッ ト

・ユー ザー に とって

 。個々の特定分野での翻訳精度向上

 ・インターネット、LANな どで他の人と辞書を
 共有

 ・コミュニティを通 じた辞書の共有と再利用

・メーカー に とって

 ・ユーザー辞書利用の促進による活性化

 ・新規需要の掘 り起こし

 ・メーカー固有の辞書項目も完全に保持

is

「み ん な で 作 る 辞 書 」 共 有 辞 書

コ ミsニ テ ィ の 構 築

・辞書 を作成 ・共有 ・蓄積す るための辞

書 コ ミュニテ ィと流通 インフラの確立
・公式辞書 コ ミュニテ ィ

 ・品質を保証 した辞書を有償提供(AAMTか
 関連組織が管理)
・オー プン辞書 コ ミュニティ

 ・オープンソース的な許諾による自由かつ 
無償で相互利用(AAMTか 関連組織はホス
 ティングのみ)

・ 「訳 してね っと」 との連携 も検肘

16
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さまざまな活用

 オー プン ソース翻 訳

2.専 門用語辞書 ・社内用語集 と して

3.個 人間での異文化間コミュニケーション

4.開 発途上 国向けの翻訳支援

19

z.翻

(ロ

才一プン ソース翻訳の課題

衰記が
バラバラ

塵 の使 い捨て

カ ライ

どっちなの?

騰 繍 またゼ。か、翻駅

zo

〃

2.團

UTX辞 書で鯛決!

衰記を続

魔の

う迷わない!

楽に隔駅1

zi

専門用語辞書 ・社内用詰集として

・問題点

 ・社内文書作成用の用語集と翻訳用の用語集が
 バラバラ。

 ・特定分野の専門知識を社内で蓄積 したいが、
 形式がバラバラで生かせない。

・→UTXの 利 点

 ・単一言語の用語集としても柔軟に利用できる。

 ・統一された規格なので、さまざまなツールと

 のデータのやり取 りが簡単。

 ・既存の用語集からの取 り込みも容易にできる。

zz

儒 人 間 で の 員 文 化 間 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン

・問題 点

 ・海外の作家や、映画の俳優にファンレ
  ターを出したいが固有名詞が分からない。

 ・スポーツやゲームについて、海外の友人
  と気軽にチャットしたいが、選手名や
  ゲームの用語が分からない。

・→UTXの 利点

 ・市販の専門辞書には載っていないニッチ
  な用語集が機械翻訳で利用できる。

Z3

開艶途上園向けの翻訳支援

乱いてし足不が金資や手人楓
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汎用辞書形式として

・読 み が な の デ ー タ

・→音声認識

・→音声合成

・ 「正 しい表 記 」 の情 報

 ・→文章校正(デ モ)

u

UTXの 種 類

・UTX-Simple

 ・タブ区切 り形式。必要最低限の情報のみ

 で簡便 にや り取 り。現状の各社のテキス

  ト書き出 し形式を置き換える。

 →必要最低限 とは?

・UTX-Main

・XML形 式。すべての機能 を備える。

用語決定の過程
・ トップダウ ン方式(用 晒管理者方式)

 ・企巣 ・組織内で、用語管理者が用語 を決定す る。

 ・利点:厳 密な用語統一ができ、バラツキがない。用語隅停

 機構が不要。

 ・欠点:用 語管理者に負担が集中する。

・ ボ トムア ップ方式(コ ミュニテ ィ方式)

 ・オー プンソースなどで、個 々の参加者が提出 した用語を

  (自動的な)用 語闘停機構 により評価 し、決定す る。

 ・Cf. Digg、 Slashdot.orgのカルマ

 ・利点:多 数の意見を反映できる。

 ・欠点:全 体を見渡す人がいないので、バ ラツキが出る。

・ 考察

 ・ トップダウンでもボ トムア ップで も、承認用請と未承認用

 語は区別する必要がある。
                   v

各種ツ0ル の活用 ・開発
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何が必要とされているか

・UTXの ための辞書 コンテ ンツそのもの

・辞書 コンテンツを育てる枠組み

・トップダウン

 ・ボ トムアツプ

・ツール 開発

 ・特に用語抽出 ・辞書作成ツール

まとめ

・翻訳 ソフ トはユーザー辞書の カスタマ

イズによ り大き く精度が向上す る

・UTXは そのための鍵 にな る

・普 及には辞書共有のためのインフラが

重 要
・UTXは 日本 か らの情報発信 を促進す る

発表者の連絡先:
http://cosmoshouse.com/mail.htm
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                 協 会 活 動 報 告

               (2007年12月 ～2008年5月)

予算理事会

2008年3月(E-mailに て議論)

    ①第1号 議案 2007年 度事業報告(案)② 第2号 議案 2007年 度決算報告(案)

    ③第3号 議案 2008年 度事業計画(案)④ 第4号 議案 2008年 度収支予算(案)

    その他

監事会

2008年4月21日 平成19年 度会計報告

機械翻訳課題調査委員会

2007年12月3日(2007年 度 第7回)

    ①WG③Mozilla DocFest M24参 加報告

    ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ④活動内容 についての議論

2008年1月25日(WG② 個別委員会)

    MTユ ーザアンケー トのための最終調整

2008年2月4日(2007年 度 第8回)

    ①前回委員会の議事録の確認

    ③活動内容の報告(各WGか ら)

    ④活動内容 にっいての議論

2008年2月5日 ～2月25日

2008年3月10日(2007年 度 第9回)

    ①ボン ド氏によるレクチャー

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容についての議論

2008年4,月5日(2008年 度 第1回)

    ①前回委員会の議事録の確認

    ②各WGの 活動 にっいて(各WGに 分かれて議論)

    ④活動内容についての議論

2008年5月14日(2008年 度 第2回)

    ①前回委員会の議事録の確認

    ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ④活動内容 についての議論

③活動内容 の報告(各WGか ら)

⑤ まとめと次回委員会について

②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

             ⑤ま とめ と次回委員会について

AAMTホ ー ムページ上にて 「AAMT MTユ ーザアンケー ト」実施

②前回委員会の議事録 の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ま とめと次回委員会 について

③活動内容の報告(各WGか ら)

⑤ まとめと次回委員会について

③活動内容の報告(各WGか ら)

⑤ま とめと次回委員会について
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AAMT/Japio特 許翻訳研究会

2007年12月12日

    ①前回記事録の確認

    ③次回の開催について

2008年1月25日

    ①前回記事録の確認

    ③次回の開催について

2008年3月14日

    ①前回の議事録 の確認

    ③今年度の研究活動について

    ⑤次回の開催について

②今年度の研究内容について

②今年度の研究内容について

②年次報告書作成経過報告

④来年度の研究活動について

編集 委 員会

2007年12月AAMT Journal No.41発 行

2008年1.月21日

    ①AAMT Journal No.42進 捗 確認

    ③ その他

2008年5月14日

    ①AAMT Journal No.42進 捗 確認

    ③ そ の他

②No.42以 降 の企 画 につ いて

②No.43の 企 画 につ いて

インターネッ トWG

①AAMTホ ームページの更新(毎 月)

②AAMT Forumメ イ リング リス トの管理

③AAMT Forumへ の情報発信(月 数回)

④委員会活動 におけるメイ リングリス トの管理

⑤会員専用ホームページ開設にむけた準備

⑥その他事務局ネ ッ トワークのインフラ管理全般
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一
AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学大学院システム情報工学研究科

        知能機能システム専攻

            宇津呂 武仁

AAMTジ ャーナル42"Tjを お 送 りします。

今 号では、静岡 大学 の梶 博行 先生 に巻頭 言をご執筆頂 きま した。

梶先生は、前所 属の 日L製 作所 の頃か ら機械翻訳 の研究 に取 り組 んで来 られ 、静 岡大学 に移 られ てか らは、JST,

NICT等 の機 関と ともに、 「科 学技術 文献を対象 とす る 日中機械翻訳 システ ム開発 プロジェク ト」 に も参加 してお

られます。

また、今号では、機械翻訳課題調査委員会の活動成果を何件か紹介 してお ります。特に、同委員会委員ならびに

編集委員を掛け持ちされてお られます大倉氏 ・山本氏 ・内元氏におかれましては、大変なご苫労をいただきまし

まして、「共有ユーザー辞A仕 様UTXの 現状 と今後の展開」の和英文原稿 ・紹介スライ ドをご執筆いただきました。

さらに、前 号に引 き続 きま して、AAMT会 員 に向けたやや個 別的な取 り組 み として、「AAMT会 員 のひ ろば」の企

画にお きま して、会員 自己紹介文 を順次掲 載 してお ります。 今 号にはその第二弾 として、法人会員の紹介文3件 、

個人会員の紹 介 文3件 の計6件 を掲載 しま した。本企画 に際 しま しては 、昨年度、会員の皆様 に白己紹介ペー ジ

用の原稿 を依頼 させ て頂きま した が、原稿の集 ま りのほ どは ト分では ござい ませんで したので、今年度 も、順次

再度の依頼 を継続 してさせて いた だい てお ります。

会員の皆様 にお かれ ま しては 、前号、な らびに、今号の企画 を参考に していただいて、是非、原稿の ご寄稿の ほ

どをお願 い致 します、,
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